
　

学
生
の
学
修
時
間
に
つ
い
て
は
、「
大
学
設
置
基
準
（
文
部
科
学
省
令
第
28
号
）」
第
21
条
に
お
い
て
、

１
単
位
は
授
業
前
後
の
主
体
的
な
学
修
を
含
め
て
45
時
間
の
学
修
を
要
す
る
内
容
を
も
っ
て
構
成
す
る
こ

と
が
標
準
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
単
位
制
度
は
、
学
修
の
主
体
性
と
い
う
大
学
に
お
け
る
学
修
の
本
質
に

基
づ
く
仕
組
み
で
あ
り
、
授
業
時
間
以
外
の
事
前・

事
後
学
修
も
含
め
た
学
修
時
間
の
確
保
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

平
成
24
年
の
中
央
教
育
審
議
会
に
よ
る
答
申
「
新
た
な
未
来
を
築
く
た
め
の
大
学
教
育
の
質
的
転
換
に

向
け
て
～
生
涯
学
び
続
け
、
主
体
的
に
考
え
る
力
を
育
成
す
る
大
学
へ
～
」（
平
成
24
年
８
月
）
に
お
い
て

も
、
十
分
な
質
的
充
実
を
前
提
と
し
た
学
生
の
学
修
時
間
の
増
加・

確
保
を
始
点
と
し
て
、
学
生
の
主
体

的
な
学
び
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
、
各
大
学
で
は
学
生
に
対
し
、
シ
ラ
バ
ス
な
ど
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
の
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
毎
回
の
講
義
内
容
を
詳
細
に
明
示
し
、
講
義
の
前
提
と
し
て
読
ん
で
お
く
べ
き
文
献
を
指
示

す
る
な
ど
に
よ
り
、
学
生
の
準
備
学
修・

復
習
に
つ
い
て
適
切
な
指
示
を
与
え
る
こ
と
や
キ
ャ
ッ
プ
制
な

特 集

学
生
の
学
修
時
間
確
保
の
現
状
と
課
題
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ど
に
よ
る
履
修
科
目
登
録
の
上
限
設
定

を
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
学
生
の
主
体
的
な
学
び
に
基
づ

く
学
修
時
間
の
確
保
を
目
指
し
、
学
修

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
や
反
転
授
業
を
導
入

す
る
大
学
も
出
て
き
て
い
る
。

　

し
か
し
、
多
く
の
大
学
は
学
生
の
学

修
時
間
の
確
保
に
向
け
た
対
応
に
試
行

錯
誤
を
重
ね
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
授

業
時
間
以
外
の
事
前・

事
後
学
修
も
含

め
た
学
修
時
間
の
確
保
に
基
づ
く
単
位

制
度
の
実
質
化
が
十
分
に
図
ら
れ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
特
集

で
は
、
学
生
の
主
体
的
な
学
び
に
基
づ

く
学
修
時
間
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
例
を
取
り
上
げ
、
そ
の
目
的
や
狙

い
、
成
果
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、

学
生
の
学
修
時
間
確
保
に
関
す
る
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し 

た
い
。

学
生
は
シ
ラ
バ
ス
を
見
て
い
る
の
か

～
学
生
に
必
要
な
学
修
時
間
を
考
え
る
～

長
谷
川 

岳
史

●
龍
谷
大
学
経
営
学
部
教
授
、
教
学
部
長

１
０
０
分
授
業
が
目
指
す
も
の

～
明
治
大
学
の
新
授
業
時
間
割
と
新
学
年
暦
の
可
能
性
～

千
田 

亮
吉

●
明
治
大
学
教
務
担
当
副
学
長
（
兼
教
務
部
長
）

ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
と
学
修
成
果
の
可
視
化

井
上 

雅
裕

●
芝
浦
工
業
大
学
副
学
長

反
転
授
業
の
可
能
性

―
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら

森 

朋
子

●
関
西
大
学
教
育
推
進
部
教
授

ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
学
修
時
間
の
増
大

森
田 
裕
介

●
早
稲
田
大
学 

大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
副
所
長
、 

　

人
間
科
学
学
術
院
准
教
授
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は
じ
め
に

　

龍
谷
大
学
で
は
、
２
０
１
３
年
度
に
冊
子
に
よ
る
シ
ラ
バ
ス
を

廃
止
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ラ
バ
ス
に
移
行
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
５
年

度
に
は
全
学
Ｌ
Ｍ
Ｓ
（Learning M

anagem
ent System

）
を

導
入
し
、
２
０
１
６
年
度
に
は
各
学
部
の
履
修
要
項
（
新
入
生
の

み
冊
子
も
配
付
）
と
学
期
末
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
化
し

て
い
る
。
こ
れ
で
、
学
生
は
学
修
に
関
す
る
情
報
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
か

ら
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
入
手・

活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
全
学
Ｌ
Ｍ
Ｓ
の
導
入
や
学
期
末
の
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
化
は
、
教
育
改
善
や
学
修
支
援
に
資
す
る
と
い
う
判

断
の
下
に
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ラ
バ
ス
と
履
修
要

項
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
化
は
、
配
付
な
ど
の
作
業
の
効
率
化
や
経
費
の
削
減

が
主
な
目
的
で
あ
り
、
利
便
性
の
向
上
以
外
に
積
極
的
な
理
由
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

特
に
、
閲
覧
を
学
生
の
判
断
に
委
ね
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ラ
バ
ス
に
つ

い
て
は
「
学
生
は
シ
ラ
バ
ス
を
見
て
い
な
い
」
と
教
員
の
間
で
ま

こ
と
し
や
か
に
言
わ
れ
る
の
で
、
シ
ラ
バ
ス
離
れ
を
加
速
す
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
た
。

１　
学
生
は
シ
ラ
バ
ス
を
見
て
い
る

　

２
０
１
６
年
11
月
、
本
学
の
学
生・

教
員・

職
員
の
三
者
の
代

表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
全
学
協
議
会
に
お
い
て
、
学
友
会
10
学

部
合
同
学
生
会
（
以
下
、
10
学
部
学
生
会
）
の
代
表
が
、「
学
修
の

質
の
向
上
」
を
図
る
た
め
に
、
大
学
執
行
部
に
対
し
て
「
シ
ラ
バ

ス
の
充
実
」
と
い
う
要
望
を
行
っ
た
。

　

10
学
部
学
生
会
は
、「
学
生
、
教
職
員
が
意
欲
的
に
な
る
正
課
環

境
」
を
活
動
方
針
と
す
る
学
生
団
体
で
あ
り
、
新
入
生
を
対
象
と

特
集

学
生
の
学
修
時
間
確
保
の
現
状
と
課
題

学
生
は
シ
ラ
バ
ス
を
見
て
い
る
の
か

～
学
生
に
必
要
な
学
修
時
間
を
考
え
る
～

長
谷
川 

岳
史
●
龍
谷
大
学
経
営
学
部
教
授
、
教
学
部
長
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WEBシラバス（部分）

事務記入欄 ◎：必ず記入が必要な項目　　　　　　　　　　　　　　　　○：記入情報がない場合でも、「特になし」等何らかの記載を必要とする
△：記入情報がない場合でも、項目名（見出し）は表示する　▲：記入情報がない場合は、項目名（見出し）も表示しない

　

平成29(2017)年度　Syllabus（講義概要・授業計画）用紙 管理番号：K170613302
科目名 アジアの文化 サブタイトル チベットの歴史と仏教文化

対象学部 経営学部,経済学部,文学部,法学部,政策学部
開講曜講時 後期　月１ 配当年次 2年次～4年次

開講キャンパス 深草 担当者（カナ氏名） ハセガワ　タケシ　
単位 2 担当者（漢字氏名） 長谷川　岳史　

備考 2015年度以降入学生対象
　

講義概要
サブタイトル

【入力属性:△】
【学外公開】

チベットの歴史と仏教文化
　

講義概要
【入力属性:◎】
【学外公開】

｢チベット｣については、世界的に注目を浴びていることは何となく知ってはいるものの、いざ説明を求められると｢ダライラマ｣のイメージぐらいしか
思い浮かばない人が多いのではないだろうか。インド文化圏と中国文化圏にはさまれたヒマラヤ山脈の麓に位置するチベットが歴史の表舞台に登場す
るのは、７世紀初めのソンツェンガンポ王の時からである。彼は仏教典籍をチベットに導入するために、サンスクリット文字を手本にチベット文字を
制定したといわれる。以来、インドと中国の両方からの影響を受けながら、仏教と自らの文字を基盤に独自の政治形態や文化を発展させ、８世紀中頃
のいわゆる安史の乱の時には、一時、長安を占領するほどの力を有した。また、１３世紀中頃以降はモンゴル・中国を包括するチベット仏教の文化が
開花する。この流れは、世界のパワーゲーム、グローバル化の影響を受け多くの問題を抱えながらも現代にも続いており、｢チベット仏教｣は、世界的
には、いまや｢大乗仏教｣の代名詞となっていると言っても過言ではない。本講義では、このような独自の歴史と仏教文化を有するチベットの歴史を概
観し、現代的な視座からの考察も加える。
　
　
　

到達目標
【入力属性:◎】
【学外公開】

チベットについて、その歴史と仏教文化をふまえ、現代的な視座を加味して、根拠を示しながら、自分の言葉で説明できるようになる。具体的に
は、①「ダライラマ」の称号が導入されるまでの経緯とダライラマを中心とする政権の成立について、②現在の「チベット問題」について、③講義を
受講する過程での「チベット」に対する自らの考え方の変化について、以上の３点について論述できるようになる。
　
　

講義方法
【入力属性:◎】
【学外公開】

プリントを配布し、それに沿って講義を進める。映像や新聞記事なども使用する。講義終了時に担当者が提示するテーマに即したコメントシート
（加点対象）を提出してもらう。
　
　

授業時間外における
予・復習等の指示
【入力属性:◎】
【学外公開】

manaba course上に添付する資料を読んだ上で、出席すること。講義後も講義内容の理解を深めるために、その資料を読み直すこと。(各回所要時
間：2～4時間程度)

　
系統的履修

【入力属性:▲】
【学外公開】

アジアの文化、アジアの歴史
　

成績評価の方法
【入力属性:◎】
【学外公開】

種別 割合 評価基準・その他備考

平常点 50%「授業回数の3分の2以上の出席者」のみ評価対象とし、受講態度や予復習の状況、コメントシートへの取り組み方等に
よって評価する。

小テスト 　 　
レポート 　 　
定期試験 50%「到達目標」に明示している点を評価基準とする。特に「到達目標」の①～③に関する内容を試験問題とする。
その他 　 　

自由記載
　
　
　

テキスト
【入力属性:○】
【学外公開】

著書・編集者名 書名 出版社名 定価 ISBN
　 　 　 　 　
　 　 　 　 　
　 　 　 　 　

自由記載 担当者がプリントを配布するが、関連するものは、manaba course上に添付する。
　

参考文献
【入力属性:○】
【学外公開】

著書・編集者名 書名 出版社名 定価 ISBN
　 　 　 　 　
　 　 　 　 　
　 　 　 　 　

自由記載
担当者が適宜、講義中やmanaba course上の添付資料で紹介するが、チベットがどのあたりにあるのか知らないようでは、この授業
を受けても意味がない。市販のチベット仏教関係の書籍を一読して感覚をつかんでおくとよい。
　

履修上の注意・担当
者からの一言

【入力属性:▲】
【学外公開】

｢わかりやすい｣講義ではない。特に「関心のない者」には。講義計画や上記の講義概要を読んで、少しも興味・関心を持たなかった者に、興味・関心
を一から喚起する配慮は一切用意していない。この講義は「関心のある者」が｢考える｣ことに重点を置く。
　

オフィスアワー・教
員との連絡方法
【入力属性:▲】

オフィスアワーは毎週月曜日12:30～13:30（場所：長谷川岳史研究室〈紫英館４F〉）。講義内容に関する質問等は毎回講義時に受け付ける。
　

平成29(2017)年度　Syllabus（講義概要・授業計画）用紙 管理番号：K170613302
科目名 アジアの文化 サブタイトル チベットの歴史と仏教文化
対象学部 経営学部,経済学部,文学部,法学部,政策学部
開講曜講時 後期　月１ 配当年次 2年次～4年次
開講キャンパス 深草 担当者（カナ氏名） ハセガワ　タケシ　

単位 2 担当者（漢字氏名） 長谷川　岳史　

備考 2015年度以降入学生対象
　

講義計画

No.
回数

【入力属性:◎】
【学外公開】

担当者
【入力属性:◎】
【学外公開】

学修内容
【入力属性:◎】
【学外公開】

キーワード
【入力属性:△】

1 1回目
　

長谷川　岳史
　

ガイダンス、チベット文字を書いてみる、吐蕃王国以前のチベット
　

　
　

2 2回目
　

長谷川　岳史
　

ソンツェンガンポ王による統一王朝：吐蕃王国と唐
　

　
　

3 3回目
　

長谷川　岳史
　

ティソンデツェン王の治世①唐との関係と長安・敦煌占領
　

　
　

4
4回目
　

長谷川　岳史
　

ティソンデツェン王の治世②チベット宗論：インドと中国のどちらの仏教
を導入するか
　

　
　

5 5回目
　

長谷川　岳史
　

チベット大蔵経の成立と「ランダルマの破仏」
　

　
　

6 6回目
　

長谷川　岳史
　

分裂統治時代のチベット：西チベットのグゲ王国からの仏教復興
　

　
　

7
7回目
　

長谷川　岳史
　

仏教教団時代のチベット：統一王朝不在のままの教団組織の発展（カダム
派・カギュ派・サキャ派・ニンマ派）
　

　
　

8
8回目
　

長谷川　岳史
　

サキャ派の台頭とモンゴル・中国への浸透：パクパによるチベット行政権
と元朝の仏教行政権の獲得
　

　
　

9 9回目
　

長谷川　岳史
　

ツォンカパ率いるゲルク派の台頭
　

　
　

10
10回目
　

長谷川　岳史
　

転生活仏制度とダライラマの称号：ダライラマ５世によるダライラマ政権
とパンチェンラマ制度の創設
　

　
　

11 11回目
　

長谷川　岳史
　

チベットと清・イギリス・ロシア
　

　
　

12
12回目
　

長谷川　岳史
　

ダライラマ１３世による近代化の試みとチベットに向かった日本人：旅行
記からみたチベットの文化
　

　
　

13 13回目
　

長谷川　岳史
　

ダライラマとパンチェンラマの関係
　

　
　

14 14回目
　

長谷川　岳史
　

チベット仏教の拡大と拡散
　

　
　

15 15回目
　

長谷川　岳史
　

総括、定期試験説明
　

　
　

16 　
　

　
　

　
　

　
　

17 　
　

　
　

　
　

　
　

18 　
　

　
　

　
　

　
　

19 　
　

　
　

　
　

　
　

20 　
　

　
　

　
　

　
　

21 　
　

　
　

　
　

　
　

22 　
　

　
　

　
　

　
　

23 　
　

　
　

　
　

　
　

24 　
　

　
　

　
　

　
　

25 　
　

　
　

　
　

　
　

26 　
　

　
　

　
　

　
　

27 　
　

　
　

　
　

　
　

28 　
　

　
　

　
　

　
　

29 　
　

　
　

　
　

　
　

平成29(2017)年度　Syllabus（講義概要・授業計画）用紙 管理番号：K170613302
科目名 アジアの文化 サブタイトル チベットの歴史と仏教文化
対象学部 経営学部,経済学部,文学部,法学部,政策学部
開講曜講時 後期　月１ 配当年次 2年次～4年次
開講キャンパス 深草 担当者（カナ氏名） ハセガワ　タケシ　

単位 2 担当者（漢字氏名） 長谷川　岳史　

備考 2015年度以降入学生対象
　

講義計画

No.
回数

【入力属性:◎】
【学外公開】

担当者
【入力属性:◎】
【学外公開】

学修内容
【入力属性:◎】
【学外公開】

キーワード
【入力属性:△】

1 1回目
　

長谷川　岳史
　

ガイダンス、チベット文字を書いてみる、吐蕃王国以前のチベット
　

　
　

2 2回目
　

長谷川　岳史
　

ソンツェンガンポ王による統一王朝：吐蕃王国と唐
　

　
　

3 3回目
　

長谷川　岳史
　

ティソンデツェン王の治世①唐との関係と長安・敦煌占領
　

　
　

4
4回目
　

長谷川　岳史
　

ティソンデツェン王の治世②チベット宗論：インドと中国のどちらの仏教
を導入するか
　

　
　

5 5回目
　

長谷川　岳史
　

チベット大蔵経の成立と「ランダルマの破仏」
　

　
　

6 6回目
　

長谷川　岳史
　

分裂統治時代のチベット：西チベットのグゲ王国からの仏教復興
　

　
　

7
7回目
　

長谷川　岳史
　

仏教教団時代のチベット：統一王朝不在のままの教団組織の発展（カダム
派・カギュ派・サキャ派・ニンマ派）
　

　
　

8
8回目
　

長谷川　岳史
　

サキャ派の台頭とモンゴル・中国への浸透：パクパによるチベット行政権
と元朝の仏教行政権の獲得
　

　
　

9 9回目
　

長谷川　岳史
　

ツォンカパ率いるゲルク派の台頭
　

　
　

10
10回目
　

長谷川　岳史
　

転生活仏制度とダライラマの称号：ダライラマ５世によるダライラマ政権
とパンチェンラマ制度の創設
　

　
　

11 11回目
　

長谷川　岳史
　

チベットと清・イギリス・ロシア
　

　
　

12
12回目
　

長谷川　岳史
　

ダライラマ１３世による近代化の試みとチベットに向かった日本人：旅行
記からみたチベットの文化
　

　
　

13 13回目
　

長谷川　岳史
　

ダライラマとパンチェンラマの関係
　

　
　

14 14回目
　

長谷川　岳史
　

チベット仏教の拡大と拡散
　

　
　

15 15回目
　

長谷川　岳史
　

総括、定期試験説明
　

　
　

16 　
　

　
　

　
　

　
　

17 　
　

　
　

　
　

　
　

18 　
　

　
　

　
　

　
　

19 　
　

　
　

　
　

　
　

20 　
　

　
　

　
　

　
　

21 　
　

　
　

　
　

　
　

22 　
　

　
　

　
　

　
　

23 　
　

　
　

　
　

　
　

24 　
　

　
　

　
　

　
　

25 　
　

　
　

　
　

　
　

26 　
　

　
　

　
　

　
　

27 　
　

　
　

　
　

　
　

28 　
　

　
　

　
　

　
　

29 　
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し
た
「
履
修
相
談
ブ
ー
ス
」
の
開
設
と
、
学
生
の
授
業
に
対
す
る

意
識
向
上
を
目
的
と
し
た
「
学
生
Ｆ
Ｄ
サ
ロ
ン
」
の
開
催
が
主
な

活
動
内
容
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
履
修
要
項
や
シ
ラ
バ
ス
に
対
す

る
関
心
は
非
常
に
高
い
。

　

要
望
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
「
シ
ラ
バ
ス
の
充
実
」
は
、
10
学
部

学
生
会
が
行
っ
た
学
生
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
く
も
の
で
、

そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
「
あ
な
た
は
シ
ラ
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す

か
」
に
始
ま
り
、「
ど
う
い
っ
た
科
目
で
見
ま
す
か
」「
ど
の
欄
を

見
て
い
ま
す
か
」「
い
つ
利
用
し
て
い
ま
す
か
」
を
問
う
構
成
に

な
っ
て
い
た
。

　

最
初
の
項
目
で
あ
る
「
あ
な
た
は
シ
ラ
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま

す
か
」
に
対
し
て
、
ほ
ぼ
全
員
が
「
は
い
」
と
回
答
し
た
結
果
を

見
た
と
き
、
正
直
な
と
こ
ろ
私
は
「
学
生
は
結
構
シ
ラ
バ
ス
を
見

て
い
る
」
と
安
堵
し
た
。

２　
学
生
か
ら
の
要
望

　

し
か
し
、
10
学
部
学
生
会
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
分
析
は
、

以
下
の
よ
う
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

① 　

履
修
登
録
時
に
は
利
用
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
見
て
い
る
が
、
試

験
前
に
は
そ
の
半
数
以
下
し
か
見
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
シ
ラ

バ
ス
は
、
履
修
登
録
時
に
単
位
取
得
に
直
接
関
わ
る
と
思
わ
れ

る
項
目
を
た
だ
確
認
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

② 　
「
成
績
評
価
の
方
法
」
は
利
用
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
見
て
い
る

が
、「
到
達
目
標
」
と
「
授
業
時
間
外
に
お
け
る
予・

復
習
等
の

指
示
」
を
見
て
い
る
学
生
は
半
数
以
下
で
あ
る
。
特
に
、
大
学

と
学
部
の
教
育
理
念・

目
的
や
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
と
関
係
し
て
い
る
「
到
達
目
標
」
が
利
用

者
の
半
数
以
下
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
授
業
の
目
的
や
身
に

付
く
力
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
ま
ま
受
講
し
て
い
る
学
生
が
多

い
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
分
析
に
基
づ
い
て
、「
シ
ラ
バ
ス
の
充
実
」
の
具
体

的
な
要
望
と
し
て
以
下
の
２
点
を
挙
げ
て
い
る
。

① 　

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
と
シ
ラ

バ
ス
の
到
達
目
標
と
の
関
連
を
学
生
に
分
か
り
や
す
く
明
示
す

る
こ
と
。

② 　

先
生
方
の
シ
ラ
バ
ス
の
記
述
の
濃
淡
を
解
消
し
、
具
体
的
な

講
義
内
容
な
ど
、
学
生
に
と
っ
て
よ
り
分
か
り
や
す
く
記
載
す

る
こ
と
。

　

10
学
部
学
生
会
は
、
シ
ラ
バ
ス
が
充
実
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教

員
と
学
生
が
同
じ
「
到
達
目
標
」
に
向
か
っ
て
授
業
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
、
同
時
に
学
生
の
主
体
的
な
学
び
も
促
す
こ
と
が
で

き
る
と
主
張
し
た
。
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３　
シ
ラ
バ
ス
と
履
修
要
項
の
関
係

　

こ
の
10
学
部
学
生
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
分
析
と
要
望
は
、

本
学
の
シ
ラ
バ
ス
と
履
修
要
項
の
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　

本
学
の
シ
ラ
バ
ス
の
項
目
と
機
能
は
、
他
大
学
と
比
べ
て
遜
色

な
い
と
思
う
。
た
だ
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
と
お
り
、
学
生
は

「
成
績
評
価
の
方
法
」
に
は
高
い
関
心
を
示
す
も
の
の
、
肝
心
な

「
到
達
目
標
」
と
「
授
業
時
間
外
に
お
け
る
予・

復
習
等
の
指
示
」

を
あ
ま
り
重
視
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
は
学
生

の
目
に
は
「
成
績
評
価
の
方
法
」
と
関
係
の
な
い
項
目
と
映
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、「
到
達
目
標
」
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
「
授
業
時

間
外
に
お
け
る
予・

復
習
等
の
指
示
」
と
、
そ
の
実
施
状
況
や
成

果
も
踏
ま
え
た
「
成
績
評
価
の
方
法
」
と
い
う
関
係
性
が
読
み
取

れ
な
い
シ
ラ
バ
ス
を
学
生
に
提
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
本
学
の
履
修
要
項
は
、
全
学
部
共
通
で
建
学
の
精
神
、

大
学
の
教
育
理
念・

目
的
、
学
部
の
教
育
理
念・

目
的
、
学
部
の

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
を
最
初
に
記

載
し
て
い
る
。
次
い
で
「
履
修
の
心
得
」
と
し
て
、「
長
期
的
な
履

修
計
画
を
立
て
る
こ
と
」「
系
統
的
に
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
」

「
自
主
的
に
学
修
を
す
る
こ
と
」
を
説
明
し
た
後
、「
シ
ラ
バ
ス
と

は
何
か
」「
シ
ラ
バ
ス
の
利
用
方
法
」「
単
位
制
度
」
と
い
っ
た
項

目
を
並
べ
、
当
然
な
が
ら
「
必
要
な
学
修
時
間
」
に
つ
い
て
も
記

載
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
学
生
に
履
修
要
項
を
意
識
さ
せ
る
機
会
は
、
せ
い
ぜ

い
半
期
に
一
度
の
履
修
登
録
説
明
会
時
（
詳
細
に
説
明
す
る
の
は

入
学
時
の
み
で
あ
ろ
う
）
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
主
体
的
な
学
修

や
系
統
的
履
修
を
行
い
、
シ
ラ
バ
ス
を
活
用
す
る
よ
う
求
め
る
の

は
、
あ
ま
り
に
も
無
責
任
で
あ
る
。

４　
今
後
の
取
り
組
み

　

全
学
協
議
会
に
お
い
て
10
学
部
学
生
会
が
要
望
し
た
「
シ
ラ
バ

ス
の
充
実
」を
、大
学
執
行
部
は
受
け
入
れ
た
。
現
在
、
本
学
で
は

三
つ
の
ポ
リ
シ
ー
の
実
質
的
な
見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
る
が
、

当
然
、
明
示
媒
体
と
な
る
履
修
要
項
や
シ
ラ
バ
ス
も
、
学
生
に
必

要
と
さ
れ
る
内
容
構
成
に
見
直
す
こ
と
に
な
る
。
見
直
し
作
業
の

過
程
で
は
、
学
生
に
も
十
分
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
教
職
員
は
、
履
修
要
項
と
シ
ラ
バ
ス
の
関
係
性
や

「
必
要
な
学
修
時
間
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
系
統
的
に
説
明
で
き
る

よ
う
主
体
的
に
学
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

学
生
に
「
不
必
要
な
学
修
時
間
」
を
押
し
つ
け
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。 
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１　
新
授
業
時
間
割
と
新
学
年
暦
導
入
の
経
緯
と
概
要

　

明
治
大
学
で
は
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
１
コ
マ
１
０
０
分
に
よ

る
新
し
い
授
業
時
間
割
を
導
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、１
日
の
授
業

は
従
来
の
７
時
限
制
か
ら
６
時
限
制
と
な
り
、
授
業
期
間
は
各
学

期
15
週
か
ら
14
週
に
短
縮
さ
れ
、
こ
れ
を
前
半
と
後
半
の
７
週
ご

と
に
区
分
け
す
る
こ
と
も
可
能
な
新
し
い
学
年
暦
も
導
入
さ
れ
た
。

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
授
業
時
間
割
や
学
年
暦
を
導
入

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
検
討
が
始
ま
っ
た
の
は
、
２
０

１
２
年
に
ま
で
遡
る
。

　

２
０
１
２
年
当
時
の
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
２
０
０
８
年

の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
よ
る
単
位
制
度
の
実
質
化
、
授
業
時

間
（
学
修
時
間
）
確
保
の
問
題
、
２
０
１
２
年
の
中
教
審
答
申
に

よ
る
受
動
的
学
修
か
ら
能
動
的
学
修
へ
、
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
授
業
の
質
的
転
換
に
か
か
わ
る
問
題
、
四
学
期
制
や
秋

入
学
と
い
っ
た
議
論
の
要
因
と
な
っ
た
、
主
と
し
て
海
外
の
大
学

と
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
の
ズ
レ
に
よ
る
国
際
流
動
性
低

下
の
問
題
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
旧
態
依
然
と
し
た
教
育
体
制
、
授

業
か
ら
の
脱
却
と
国
際
流
動
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

一
方
、
学
内
に
目
を
向
け
る
と
、
こ
の
よ
う
な
大
学
を
取
り
巻

く
環
境
変
化
へ
の
対
応
に
後
れ
を
と
っ
て
い
た
こ
と
を
は
じ
め
、

学
部
縦
割
り
構
造
に
起
因
し
て
総
合
大
学
と
し
て
保
有
す
る
豊
富

な
教
育
資
源
を
活
用
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
充
実
の
名
の
下
に
授
業
科
目
数
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
学

生
に
分
か
り
や
す
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
で
き
て
い
な
か
っ
た

こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
に
よ
る
教
室
事
情
の
逼
迫
な
ど
、
課
題
山
積

と
な
っ
て
い
た
。

　

多
く
の
課
題
を
抱
え
る
渦
中
に
あ
っ
て
、
授
業
時
間
確
保
の
問

特
集

学
生
の
学
修
時
間
確
保
の
現
状
と
課
題

１
０
０
分
授
業
が
目
指
す
も
の

～
明
治
大
学
の
新
授
業
時
間
割
と
新
学
年
暦
の
可
能
性
～

千
田 

亮
吉
●
明
治
大
学
教
務
担
当
副
学
長
（
兼
教
務
部
長
）
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題
を
克
服
す
べ
く
、
２
０
１
２
年
に
学
年
暦
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
た
。
当
時
、
文
部
科
学
省
で
は
、
２
０
１
３

年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
柔
軟
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
の
設

定
を
可
能
と
す
る
大
学
設
置
基
準
の
一
部
改
正
の
検
討
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
考
え
を
用
い
て
、
従
来
の
90
分
×
15
週
の
学
年

暦
に
加
え
て
、
１
０
０
分
×
14
週
の
学
年
暦
の
２
案
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
15
週
を
正
し
く
確
保
す
る
た

め
に
は
、
現
在
の
夏
季
休
業
期
間
を
一
定
程
度
短
縮
す
る
必
要
が

あ
り
、
そ
れ
で
も
多
く
の
休
日
に
授
業
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る

な
ど
、
学
生・

教
員
双
方
に
対
す
る
影
響
の
大
き
い
こ
と
が
予
測

さ
れ
た
た
め
、
１
０
０
分
×
14
週
に
よ
る
学
年
暦
を
主
案
と
す
る

決
定
が
な
さ
れ
、
こ
の
案
を
柱
に
実
施
に
向
け
て
具
体
的
な
検
討

が
進
め
ら
れ
た
。

　

１
コ
マ
を
１
０
０
分
に
す
る
。
こ
れ
は
一
見
容
易
な
よ
う
で
、

多
く
の
課
題
と
、
ま
た
多
く
の
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
。
ま
ず
出

た
意
見
は
、
90
分
で
も
怪
し
い
学
生
の
集
中
力
が
持
つ
の
か
と
い

う
こ
と
。
ま
た
、
授
業
の
終
了
時
間
が
各
時
限
10
分
ず
つ
後
ろ
に

ず
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
る
帰
宅
時
間
の
遅
れ
の
問
題
も
指
摘
さ
れ

た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
運
用
が
開
始
さ
れ
た
現
在
も
、

依
然
と
し
て
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
が
、
前
者
の
課
題
を
克
服

し
よ
う
と
す
る
議
論
の
中
で
、
１
０
０
分
授
業
の
可
能
性
、「
１
０

０
分
授
業
が
目
指
す
も
の
」
の
議
論
が
か
わ
さ
れ
た
。

　

単
純
に
授
業
時
間
を
１
０
０
分
に
延
長
し
た
だ
け
で
は
、
学
生

が
集
中
力
を
維
持
で
き
な
い
、
単
な
る
授
業
時
間
の
数
字
合
わ
せ

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
に
対
し
て
は
、
１
０
０
分
授
業
に
50
分

単
位
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
い
う
概
念
を
取
り
入
れ
、
朝
昼
晩
に
補
助

的
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
け
る
な
ど
、
柔
軟
な
授
業
設
計
、
時
間
割
配

置
を
可
能
と
す
る
工
夫
を
行
っ
た
（
図
表
１
参
照
）。

　

一
つ
の
授
業
は
基
本
的
に
は
１
０
０
分
で
行
う
が
、
そ
の
１
０

０
分
の
授
業
を
ａ
と
ｂ
の
二
つ
の
「
モ
ジ
ュ
ー
ル
」
と
い
う
50
分

ご
と
の
単
位
に
区
分
け
し
て
い
る
。
こ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
活
用
し

て
、
例
え
ば
前
半
の
ａ
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
講
義
を
行
い
、
後
半
の
ｂ

モ
ジ
ュ
ー
ル

を
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

や
確
認
テ
ス

ト
に
充
て
る

と
い
っ
た
授

業
の
切
り
替

え
を
行
う
。

あ
る
い
は
、

教
育
効
果
の

時限 時 間 帯 モジュール 時 間 帯
 Mm（モーニングモジュール）  8:00～  8:50

1時限   9:00～10:40 ａ   9:00～  9:50
ｂ   9:50～10:40

2時限 10:50～12:30 ａ 10:50～11:40
ｂ 11:40～12:30

 Lm（ランチモジュール） 12:35～13:25

3時限 13:30～15:10 ａ 13:30～14:20
ｂ 14:20～15:10

4時限 15:20～17:00 ａ 15:20～16:10
ｂ 16:10～17:00

5時限 17:10～18:50 ａ 17:10～18:00
ｂ 18:00～18:50

6時限 19:00～20:40 ａ 19:00～19:50
ｂ 19:50～20:40

 Nm（ナイトモジュール） 20:50～21:40
【全キャンパス統一】※専門職大学院ガバナンス
研究科、グローバル・ビジネス研究科を除く

図表１　明治大学授業時間割
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観
点
か
ら
50
分
単
位
の
授
業
を
週
２
回
実
施
し
て
一
つ
の
授
業
と

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
１・

２・

３・

６
時
限
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
ｍ
（
モ
ー

ニ
ン
グ
モ
ジ
ュ
ー
ル
）・

Ｌ
ｍ
（
ラ
ン
チ
モ
ジ
ュ
ー
ル
）・

Ｎ
ｍ
（
ナ

イ
ト
モ
ジ
ュ
ー
ル
）
と
つ
な
い
で
１
５
０
分
の
授
業
を
展
開
す
る

こ
と
も
で
き
る
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
補
講
や
集
中
講
義
に
も
活

用
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
。

　

毎
週
の
授
業
時
間
が
各
10
分
延
び
、
か
つ
モ
ジ
ュ
ー
ル
単
位
に

も
区
分
け
可
能
と
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
授
業
コ
マ
の
設
置
形
態

に
も
柔
軟
な
仕
組
み
を
設
け
た
こ
と
に
よ
り
、
授
業
設
計
や
教
授

方
法
に
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
手
法
を
用
い
て
教
育

効
果
を
高
め
る
工
夫
を
取
り
入
れ
や
す
く
な
り
、
授
業
の
質
的
転

換
に
向
け
た
き
っ
か
け
を
与
え
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

一
方
、
毎
週
の
授
業
を
１
０
０
分
に
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
、

各
学
期
の
授
業
実
施
週
数
は
従
前
の
15
週
か
ら
14
週
に
短
縮
さ
れ
、

二
つ
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
た
。

　

一
つ
は
、
各
学
期
の
授
業
実
施
週
数
が
偶
数
週
の
14
週
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
前
半
と
後
半
に
区
分
す
る
こ
と
が
容
易

に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
利
用
し
て
、
学
期
自
体
は
２
学
期

制
を
維
持
し
つ
つ
も
、
授
業
の
目
的・

方
法・

教
育
効
果
の
面
か

ら
、
14
週
に
わ
た
る
セ
メ
ス
タ
ー
授
業
の
ほ
か
、
一
部
の
授
業
を

７
週
（
春
学
期
Ｓ
１・

Ｓ
２
、
秋
学

期
Ｆ
１・

Ｆ
２
）
で
完
結
す
る
こ
と

が
で
き
る
授
業
期
間
の
枠
組
み
を
設

定
し
た
（
図
表
２
参
照
）。

　

今
後
、
７
週
で
完
結
す
る
週
複
数

回
実
施
の
授
業
を
効
果
的
に
配
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
効
果
を
高
め

る
こ
と
に
加
え
、
海
外
留
学
の
促
進

効
果
も
期
待
で
き
る
。

　

な
ぜ
、
こ
れ
が
海
外
留
学
の
促
進

に
つ
な
が
る
の
か
。
例
え
ば
Ｓ
２
に

必
修
科
目
を
配
置
し
な
い
な
ど
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
工
夫
を
行
え
ば
、

学
生
は
海
外
の
大
学
の
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
に
参
加
し
や
す
く
な
り
、
夏

季
休
業
と
合
わ
せ
て
長
期
の
留
学
な

ど
も
可
能
に
な
る
。
逆
に
、
Ｓ
２
で

完
結
す
る
授
業
に
海
外
か
ら
留
学
生
を
招
く
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
欧
米
な
ど
へ
の
海
外
留
学
は
一
般
的
に
は
５
月
末
に
帰
国

と
な
る
が
、
Ｓ
２
に
授
業
が
配
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、
学
生
は
帰
国

後
す
ぐ
に
授
業
を
履
修
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
う
し
た
点 図表２　明治大学学年暦

4月 5月 6月

春学期

定期試験 7/24 ～ 7/31（1週）

4/10 ～ 7/22（14週）
S1

前半集中
4/10 ～ 6/3

（7週）

S2
後半集中

6/5 ～ 7/22
（7週）

7月 8月

夏季
休業
8/1
〜

9/19

9月 10月 11月 12月

秋学期

定期試験 1/24 ～ 2/3（1週）

9/20 ～ 1/23（14週）
F1

前半集中
9/20 ～ 11/13

（7週）

F2
後半集中

11/14 ～ 1/23
（7週）

1月 2月

春季
休業
2/4
〜

3/31

冬季休業

3月
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で
、
日
本
の
大
学
の
課
題
で
あ
っ
た
海
外
大
学
と
の
学
事
暦
の
ズ

レ
を
あ
る
程
度
解
消
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
国
際
流
動
性
の

向
上
が
期
待
で
き
る
。
多
く
の
大
学
が
、
４
学
期
制
へ
の
移
行
を

た
め
ら
う
一
因
で
あ
っ
た
全
授
業
を
ク
ォ
ー
タ
ー
化
す
る
必
要
も

な
く
、
２
学
期
制
の
ま
ま
で
も
効
果
を
得
ら
れ
る
。

　

学
年
暦
が
各
学
期
14
週
と
な
る
こ
と
の
も
う
一
つ
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
学
事
日
程
に
ゆ
と
り
が
生
じ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
、
祝
日
に
お
け
る
休
日
授
業
の
実

施
回
数
が
従
前
に
比
べ
て
半
分
程
度
ま
で
削
減
で
き
、
か
つ
暦
の

う
え
で
14
週
を
超
え
る
曜
日
を
用
い
て
臨
時
休
講
日
を
設
け
る
こ

と
も
可
能
と
な
っ
た
。
２
０
１
７
年
度
の
学
年
暦
か
ら
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
通
し
の
休
業
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
授

業
時
間
確
保
の
観
点
か
ら
日
程
的
な
制
約
を
受
け
て
い
た
学
園
祭

の
期
間
を
「
大
学
祭
週
間
」
と
名
付
け
一
定
日
数
授
業
の
な
い
期

間
と
し
て
確
保
し
、
学
園
祭
の
み
な
ら
ず
、
学
生
の
さ
ま
ざ
ま
な

主
体
的
活
動
を
後
押
し
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
１
０
０
分
授
業
へ
の
移
行
は
、
前
述
の
大
学
を

取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
契
機
と
な
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
単
純
に
こ
の
よ
う
な
仕
組
み

を
構
築
し
た
だ
け
で
は
、
学
生
の
事
前・

事
後
学
修
も
含
め
た
学

修
時
間
の
確
保
、
授
業
の
質
的
転
換
や
国
際
流
動
性
の
向
上
に
は

つ
な
が
ら
な
い
。
こ
れ
ら
を
実
質
化
す
る
た
め
に
は
、
今
回
導
入

し
た
授
業
時
間
割
と
学
年
暦
を
活
用
す
る
さ
ら
な
る
改
革
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
学
は
、
学
年
暦
の
検
討
を
き
っ
か
け
と
し
て

巻
き
起
こ
っ
た
議
論
に
基
づ
き
、
こ
れ
を
「
総
合
的
教
育
改
革
」

と
し
て
取
り
ま
と
め
た
（
図
表
３
参
照
）。

図表３　総合的教育改革概念図
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２　
１
０
０
分
授
業
か
ら
教
育
改
革
へ

　

総
合
的
教
育
改
革
の
ね
ら
い
を
簡
潔
に
言
う
な
ら
ば
、
モ
ジ
ュ
ー

ル
を
取
り
入
れ
た
新
時
間
割
に
よ
る
柔
軟
な
授
業
設
計
と
、
14
週

授
業
と
７
週
授
業
の
併
用
可
能
な
新
学
年
暦
に
よ
る
柔
軟
な
授
業

配
置
を
活
用
し
て
、
本
学
の
教
育
に
多
様
性
と
国
際
性
を
取
り
入

れ
、
授
業
の
質
的
転
換
を
促
し
、
併
せ
て
各
学
部
お
よ
び
大
学
全

体
が
こ
れ
ら
を
可
能
に
す
る
た
め
の
抜
本
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
を
断
行
し
、
全
学
規
模
で
体
系
化
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構

築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
の
本
分
で
あ
る
「
教
育
力
」
を
飛

躍
的
に
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

総
合
的
教
育
改
革
に
よ
る
構
想
は
、
短
期
と
中
期
に
取
り
組
み

を
区
分
し
て
お
り
、
既
に
２
０
１
４
年
度
か
ら
２
０
１
６
年
度
ま

で
実
施
し
た
「
短
期
的
取
り
組
み
」
と
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
２

０
２
０
年
度
ま
で
改
革
を
進
め
る
「
中
期
的
取
り
組
み
」、
お
よ
び

こ
れ
ら
を
経
て
２
０
２
１
年
度
に
目
標
を
達
成
し
、
大
学
の
本
分

で
あ
る
「
教
育
力
」
を
十
分
に
備
え
た
力
強
い
明
治
大
学
を
次
世

代
に
つ
な
ぐ
計
画
で
あ
る
。
各
期
間
に
お
け
る
具
体
的
な
取
り
組

み
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴　

短
期
的
取
り
組
み
（
２
０
１
４
～
２
０
１
６
年
度
）

「
総
合
的
教
育
改
革
の
土
台
づ
く
り
」
※
完
了

■�

法
令
上
必
要
と
す
る
授
業
時
間
の
確
保
と
、
柔
軟
な
授
業
設
計

が
可
能
な
授
業
時
間
割
の
構
築
（
50
分
モ
ジ
ュ
ー
ル
制
１
コ
マ

１
０
０
分
授
業
を
基
本
と
し
た
授
業
時
間
割
）

■�

海
外
の
大
学
の
学
事
暦
と
の
ズ
レ
解
消
と
、
学
事
日
程
に
ゆ
と

り
を
持
た
せ
た
学
年
暦
の
構
築
（
２
学
期
４
タ
ー
ム
制
学
年
暦
）

⑵　

中
期
的
取
り
組
み
（
２
０
１
７
～
２
０
２
０
年
度
）

「
総
合
的
教
育
改
革
の
実
質
化
」

■�

ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
性
化
さ
せ
る
授
業
運
営
体
制

の
構
築
：
柔
軟
な
授
業
時
間
割
と
学
年
暦
を
活
用
し
て
、
多
様

な
授
業
設
計
と
授
業
の
質
的
転
換
を
促
進
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
活
性
化
と
教
育
効
果
の
向
上
を
図
る
。

■�

教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
授
業
タ
ー
ム
の
設
計
：
卒

業
ま
で
の
４
年
間
の
う
ち
、
１
タ
ー
ム
は
必
修
科
目
を
配
置
し

な
い
期
間
を
設
け
る
な
ど
に
よ
り
、
学
生
が
主
体
的
な
活
動
（
海

外
留
学・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動・

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
）

を
行
え
る
期
間
（
ア
ク
テ
ィ
ブ・

タ
ー
ム
）
を
創
出
し
、
そ
の

間
に
学
生
が
選
択
で
き
る
各
種
の
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
の
国
内
外
流
動
性
を
高
め
る
。

■�
学
生
か
ら
見
て
分
か
り
や
す
く
骨
太
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
：

全
学
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
を
策
定
し
、
併
せ
て
科
目

ナ
ン
バ
リ
ン
グ
制
度
を
導
入
し
、
大
学
全
体
と
し
て
体
系
化
さ
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れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
を
進
め
る
。
ま
た
、
各
学
部
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
現
状
把
握
を
行
い
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
規
模
の
適

正
化
（
授
業
コ
マ
数
の
削
減
）
を
図
る
。

■�

大
学
の
知
的
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
た
学
部
間
連
携
教
育
の

展
開
：
既
存
の
全
学
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
し
、
全
学
部
あ

る
い
は
複
数
の
学
部
を
対
象
と
す
る
科
目
群
の
設
置
、
国
際
化

を
推
進
す
る
科
目
群
の
発
展
的
統
合
を
進
め
る
と
と
も
に
、
各

学
部
の
教
育
資
源
の
活
用
を
目
的
と
す
る
全
学
的
な
調
整
機
関

の
設
置
な
ど
を
進
め
る
。

　

中
期
的
取
り
組
み
の
期
間
に
入
っ
た
２
０
１
７
年
度
は
、
こ
れ

ら
の
施
策
を
具
現
化
す
る
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置

し
、
教
育
改
革
を
実
質
化
し
て
い
く
た
め
の
議
論
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
学
生
の
学
修
時
間
確
保
の
現
状
と
課

題
」
と
い
う
観
点
か
ら
言
え
ば
、
本
学
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

は
未
だ
道
半
ば
で
あ
る
が
、
学
生
の
学
修
時
間
を
確
保
し
て
い
く

た
め
に
は
、
単
に
予
習・

復
習
な
ど
の
課
題
を
明
示
す
る
の
み
な

ら
ず
、
学
生
に
提
示
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
再
検

証
し
つ
つ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
知
識
伝
達
型
の
授
業
と
ア
ク

テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
授
業
を
効
果
的
に
配
置
し
、
学
生

が
大
学
で
過
ご
す
４
年
間
で
主
体
的
な
学
び
へ
の
動
機
付
け
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　

１
０
０
分
授
業
が
始
ま
っ
て
、
春
学
期
の
授
業
が
無
事
に
終
了

し
た
。
こ
の
改
革
に
よ
る
効
果
は
、
ま
だ
表
面
に
は
表
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
個
々
の
教
員
に
は
、
授
業
時
間
が
10
分
間
延
び
、

50
分
単
位
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
区
分
さ
れ
た
新
授
業
時
間
割
に
お
い

て
、
昨
年
度
ま
で
と
同
じ
授
業
の
進
め
方
で
よ
い
の
か
、
学
生
の

集
中
力
を
維
持
す
る
た
め
に
何
か
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
気
持
ち
が
確
実
に
生
じ
て
い
る
。
学
生

も
同
様
に
、
授
業
が
ど
う
変
わ
る
の
か
を
見
つ
つ
、
１
０
０
分
を

長
く
感
じ
る
授
業
と
短
く
感
じ
る
授
業
の
選
別
を
行
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
と
言
っ
て
も
、
簡

易
な
も
の
か
ら
周
到
な
準
備
を
要
す
る
も
の
ま
で
多
々
あ
る
が
、

こ
れ
を
普
及
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
意
識
の
変
化

が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
で
も
、
今
回
の
新
授
業
時
間
割
と

新
学
年
暦
の
導
入
は
、
教
育
に
自
然
発
生
的
な
変
化
を
も
た
ら
す

可
能
性
も
秘
め
て
い
る
。
本
学
が
考
え
る
「
１
０
０
分
授
業
が
目

指
す
も
の
」
と
は
、「
大
学
教
育
に
変
化
を
引
き
起
こ
す
こ
と
」
に

他
な
ら
な
い
。�
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は
じ
め
に

　

芝
浦
工
業
大
学
で
は
、
建
学
の
精
神
「
社
会
に
学
び
、
社
会
に

貢
献
す
る
技
術
者
の
育
成
」
の
下
、
平
成
26
年
度
文
部
科
学
省
「
大

学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ａ
Ｐ
）」
に
採
択
さ
れ
た
取
り
組

み
と
し
て
、
学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
促
し
、
学
修
成
果
の
可
視

化
を
進
め
て
き
た
。
そ
れ
は
、
①
一
貫
し
た
教
育
体
系
に
位
置
付

け
ら
れ
た
４
年
間
の
体
系
的・

組
織
的
な
ア
ク
テ
ィ
ブ・
ラ
ー
ニ

ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
に
よ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
、
②
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
学
修
成
果
の
可
視
化
と
学
生
の
学
修
時
間

の
保
証
、
③
教
職
学
（
学
生
）
協
働
の
推
進
体
制
の
構
築
、
④
教

職
員
の
Ｆ
Ｄ・

Ｓ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
で
あ
る
。

１　
４
年
間
の
体
系
的
な
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ

　

効
果
的・

効
率
的
な
Ａ
Ｌ
を
行
う
た
め
に
、
４
年
間
の
Ａ
Ｌ
の

体
系
化
を
全
学
に
展
開
し
て
い
る
。
各
学
部・

学
科
の
学
修・

教

育
目
標
に
準
拠
し
、
知
識
を
高
め
る
科
目
（
講
義
科
目
）
と
深
い

学
び
や
社
会
人
基
礎
力
を
育
む
Ａ
Ｌ
科
目
が
セ
ッ
ト
に
な
り
、
経

験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
深
い
学
び
に
つ
な
が
る
サ
イ
ク

ル
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
の
体
系
に
は
、
初
年
次
教
育
と
し
て
、

育
成
す
る
人
材
像
を
意
識
さ
せ
る
科
目
を
組
み
込
ん
で
お
り
、
体

系
を
構
成
す
る
講
義
科
目
と
Ａ
Ｌ
科
目
の
セ
ッ
ト
は
、
年
次
ご
と

の
コ
ア
科
目
（
群
）
と
な
り
、
初
年
次
教
育
か
ら
学
び
を
深
め
る

サ
イ
ク
ル
を
実
践
し
て
い
く
。
４
年
次
に
位
置
付
け
ら
れ
る
卒
業

研
究・
卒
業
制
作・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
含
め
た
Ａ
Ｌ
体
系
に

よ
り
、
学
部
や
学
科
の
学
修・

教
育
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。

特
集

学
生
の
学
修
時
間
確
保
の
現
状
と
課
題

ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
と
学
修
成
果
の
可
視
化

井
上 

雅
裕
●
芝
浦
工
業
大
学
副
学
長
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Ａ
Ｌ
と
し
て
は
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Project Based Learning

）
を

含
め
た
実
験
、
演
習
、
実
習
に
加
え
、
学
生
の
学
修
意
欲
を
高
め

る
反
転
授
業
や
、
ク
リ
ッ
カ
ー
を
利
用
し
た
講
義
科
目
へ
の
Ａ
Ｌ

導
入
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
１
７
年
度
に
、
１
コ
マ
90
分

15
週
の
授
業
を
１
コ
マ
１
０
０
分
14
週
の
授
業
に
変
更
し
、
延
長

し
た
10
分
間
を
学
生
の
能
動
的
な
学
び
に
充
当
し
て
い
る
。

　

学
生
が
主
体
的
に
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
見
据
え
て
、
能
動

的
な
学
修
へ
の
参
加
と
主
体
的
な
学
び
を
促
す
た
め
に
、
卒
業
生

が
就
職
し
た
業
種
別
に
対
人
基
礎
力
、
対
自
己
基
礎
力
、
対
課
題

基
礎
力
の
統
計
値
を
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
（Progress Report O

n Generic 
Skills

：
社
会
人
基
礎
力
測
定・

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
よ
っ
て 

可
視
化
し
、
具
体
的
か
つ
定
量
的
な
数
値
で
学
生
に
目
標
を
示
す

試
み
を
実
施
し
た
。
シ
ラ
バ
ス
上
に
、
職
業
的
な
自
立
を
育
成
す

る
科
目
を
示
す
「
知
識
活
用
力
、
対
人
基
礎
力
、
対
自
己
基
礎 

力
、
対
課
題
基
礎
力
（
育
成
能
力
分
類
）」
と
、
能
動
的
な
学
修
へ

の
参
加
の
度
合
い
を
示
す
「
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
科
目
の

分
類
」
と
を
明
示
し
て
、
学
生
の
主
体
的
、
計
画
的
な
履
修
を
促

し
て
い
る
。

２�　
学
修
成
果
の
可
視
化
の
保
証
の
た
め
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル

　

本
学
で
は
、
学
生
の
学
修
成
果
の
可
視
化
と
学
修
時
間
を
保
証

す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
、
継
続
的
な
改
善
を
進
め
て

い
る
。
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
段
階
（Plan

）
に
対
し
て
は
、

講
義
科
目
と
対
応
す
る
Ａ
Ｌ
科
目
の
セ
ッ
ト
化
を
行
っ
た
ほ
か
、

学
修
成
果
と
学
修
時
間
を
保
証
す
る
シ
ラ
バ
ス
の
基
準
と
し
て
、

教
職
協
働
に
よ
り
シ
ラ
バ
ス・

ガ
イ
ド
を
発
行
し
、
２
０
１
７
年

図表１　４年間の体系的なアクティブ・ラーニング体系

講義
科目

ワーク
ショップ

導入
科目

ＡＬ
科目

講義
科目

ＡＬ
科目

講義
科目

ＡＬ
科目

卒業研究・
制作・プロジェクト

産学連携PBL、国際PBLなど
より学びを深める、

PDCAサイクルの実践

年次

各学科にて導入科目（学修・教育目標を
明確化する科目）の「認定」

初年次教育 → 気づき（自分に足りないもの、多様性、
将来像のイメージ）、社会人基礎力の養成

高
度

化

集大成として知識を総
動員させ、考える力、
解決する力を養成

　各学科の学修・教育到達目標に準拠し、知識を高める授業
（講義科目）と深い学びや社会人基礎力を育むアクティブ・
ラーニング（AL科目）がグループになり、経験を積みながら、
より深い学びにつながるサイクルを構築している。また、初
年次教育として、育てたい人材像を意識させる授業が組み込
まれている。
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度
か
ら
全
科
目
で
基
準
に
沿
っ
た
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
し
た
。

　

シ
ラ
バ
ス
に
は
、
こ
れ
ま
で
記
載
し
て
い
た
授
業
概
要
、
目
的
、

達
成
目
標
、
授
業
計
画
、
授
業
時
間
外
課
題
、
評
価
方
法
に
加
え

て
、
各
回
の
授
業
外
学
修
時
間
を
記
載
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
シ
ラ
バ
ス
入
力
の
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ラ
バ

ス
）
に
も
授
業
外
学
修
時
間
の
入
力
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
設
け
、
全

教
員
が
確
実
に
各
回
の
授
業
外
学
修
時
間
を
設
定
す
る
仕
組
み
を

設
け
た
。
ま
た
、
全
学
科
の
全
シ
ラ
バ
ス
に
対
し
、
教
員
間
で
シ

ラ
バ
ス
の
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
不
備
が
あ
れ
ば
見
直
す
と
い
う

シ
ラ
バ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
組
み
を
導
入
し
た
。
単
位
の
過
剰
登
録

防
止
の
た
め
に
、
全
学
で
Ｃ
Ａ
Ｐ
制
に
よ
る
履
修
登
録
上
限
を
定

め
て
お
り
、
Ｇ
Ｐ
Ａ
値
が
高
い
学
生
の
上
限
も
各
学
科
で
明
確
に

定
め
、
指
導
を
徹
底
し
て
い
る
。

　

実
行
段
階
（D

o

）
で
は
、
学
修
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｌ

Ｍ
Ｓ
）
を
刷
新
し
、
２
０
１
７
年
度
に
新
Ｌ
Ｍ
Ｓ
の
運
用
を
開
始

し
た
。
新
Ｌ
Ｍ
Ｓ
で
は
、
教
員
が
Ｌ
Ｍ
Ｓ
に
課
題
を
設
定
す
る
際

に
学
修
時
間
を
設
定
し
、
学
生
が
Ｌ
Ｍ
Ｓ
を
用
い
て
課
題
を
提
出

す
る
時
に
実
際
の
学
修
時
間
も
入
力
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

学
修
時
間
の
把
握
に
関
し
て
は
、
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
授
業
外
学

修
時
間
の
入
力
欄
を
全
学
部・

全
科
目
に
拡
大
し
、
学
修
時
間
の

多
面
的
な
把
握
と
、
学
生
自
身
の
振
り
返
り
に
よ
る
学
修
時
間
の

増
加
を
促
し
た
。

　

評
価
（Check

）
段
階
で
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
や
学
修
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
拡
充
と
適
用
範
囲
の
拡
大
を
実
施
し
た
。
能
動
的
学

修
と
自
己
の
振
り
返
り
を
促
し
、
教
育
の
質
を
高
め
る
仕
組
み
と

し
て
、
学
修
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
、
キ
ャ
リ
ア
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
、

語
学
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
か
ら
成
る
総
合
的
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
あ

る
Ｓ
Ｉ
Ｔ
（Shibaura Institute of T

echnology

）
ポ
ー
ト

図表２　�学修成果の可視化と学生の学修時間の�
PDCAサイクルによる保証

学修マネジメント
シ
ス
テ
ム

授業外学修時間を
保
証
す
る

保
証
す
る
シラ
バス

（基
準限定

）

学
修
成
果
と学

修時
間を

PL

AN DO
CHECKAC

T

ルーブリ
ック
、学

修ポ
ート
フォ
リ
オ
を

通じ
た学
修時

間
の
把
握

教
職
学
協
働
のワークショップで

プ
ロ
グ
ラム改善

学修マネジメント
システム

シラバスの
充実化

ルーブリック
学修ポートフォリオ

教職学協働の
ワークショップ
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フ
ォ
リ
オ
を
構
築
し
、
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｉ
Ｔ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
は
、
各
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
シ
ス
テ
ム
へ
の
入
り
口
と
し
て
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
を
設
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
本
の
工
学
教
育
の
特
徴
で
あ
る
卒

業
研
究
の
質
保
証
を
推
進
す
る
た
め
、
卒
業
研

究
の
学
修・

教
育
目
標
の
体
系
的
設
定
を
全
学

科
で
行
い
、
２
０
１
５
年
に
全
学
科
で
卒
業
研

究
の
評
価
と
学
修
成
果
の
振
り
返
り
に
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
導
入
し
た
。

　

改
善
段
階
（A

ct

）
で
は
、
各
年
度
に
教
職

学
（
学
生
）
協
働
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
、

Ｗ
Ｓ
）
を
実
施
し
、
教
職
員
の
視
点
だ
け
で
な

く
、
実
際
に
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
学
生
の
視

点
も
Ｓ
Ｉ
Ｔ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
改
善
に
反
映

さ
せ
た
。
例
え
ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
容

易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
と
い
っ
た
操
作
性
に
関

す
る
要
望
が
学
生
か
ら
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
改

善
に
効
果
的
に
活
用
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
Ｗ

Ｓ
は
非
常
に
有
効
で
あ
り
、
本
学
の
教
育
改
革

の
基
盤
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

教育能力開発
（ED：Educational 

Development）
プログラム

⑴　理工系科目における授業設計に関する能力開発
（1.1）授業外学習を促すシラバスの書き方WS
（1.2）授業デザインWS（半期の授業デザイン、１回の授業デザイン）
（1.3）グローバルPBL 参加による体験研修
（1.4）デザイン能力を育成する授業設計入門
（1.5）体系的なプロジェクトマネジメントを活用した授業設計入門
⑵　理工系科目における教授法に関する能力開発
（2.1）学生主体の授業運営手法WS
（2.2）グローバルPBL 参加による体験研修
（2.3）英語で行う授業のためのWS
（2.4）反転授業入門WS
（2.5）  LMS、ポートフォリオ使用法入門（学内のみ）
⑶ 　理工系教育に関わる教員としての教育活動のチェック・振返り・学生支援・
アセスメント方法
（3.1）ティーチングポートフォリオ作成・完成WS
（3.2）  SCO研修へのオブザーバー参加
（3.3）研究室指導に必要なコーチング技能WS
（3.4）汎用的ルーブリックやCEFR準拠の can do list について知る研修
（3.5）障がい学生への対応（学内のみ）

研究能力開発
（RD：Research 

Development）
プログラム

⑴　科学技術コミュニケーションに関する研修
⑵　外部資金獲得支援（学内のみ）
⑶　研究者倫理について理解する研修（学内のみ）

マネジメント能力開発
（MD：Management 

Development）
プログラム

⑴　知的財産権・技術移転について理解する研修
⑵　大学におけるダイバーシティについて理解する研修
⑶　アカデミックポートフォリオ作成WS
　　（ティーチングポートフォリオWSと共同開催）
⑷　安全衛生・危機管理に関する研修（学内のみ）

図表３　「理工学教育共同利用拠点」プログラム
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３　
Ｆ
Ｄ・

Ｓ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
強
化

　

Ａ
Ｌ
の
推
進
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
Ｆ
Ｄ・

Ｓ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
強
化
。
教
職
員
向
け
学
内
Ｆ
Ｄ・

Ｓ
Ｄ
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
授

業
外
学
修
を
促
す
シ
ラ
バ
ス
作
成
Ｗ
Ｓ
、
授
業
デ
ザ
イ
ン
Ｗ
Ｓ
、

テ
ィ
ー
チ
ン
グ・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
Ｗ
Ｓ
、
学
生
主
体
の
授
業
運

営
手
法
Ｗ
Ｓ
）
を
実
施
し
た
。
２
０
１
６
年
７
月
に
は
、
本
学
の

教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
が
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら

「
教
育
関
係
共
同
利
用
拠
点
（
大
学
の
教
員・

職
員
の
組
織
的
な 

研
修
等
の
実
施
機
関
）」
の
認
定
を
受
け
た
。
ま
た
、
理
工
学
教 

育
の
モ
デ
ル
構
築
と
、
そ
の
基
本
的
な
枠
組
み
お
よ
び
教
育
手
法

を
国
内
に
浸
透
さ
せ
る
拠
点
と
し
て
「
理
工
学
教
育
共
同
利
用
拠

点
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
し
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
部
分
に
つ
い
て
は
、
現
在
３
名
の

Ｆ
Ｄ
ｅ
ｒ
（Faculty D

eveloper

）
教
員
を
中
心
と
し
て
、
教
育

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
の
専
任
教
員
を
含
む
学
内
教
職

員
が
、
恒
常
的
に
実
施
で
き
る
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

　

Ａ
Ｌ
の
相
談
や
普
及
の
推
進
に
つ
い
て
は
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
＆
ア
セ
ス
メ
ン
ト・

オ
フ
ィ
ス
」
を
開
設
し
、
運 

用
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ジ
ョ
ブ
制
度
下
に 

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
（Students Consulting on T

eaching

：
学
生
に
よ

る
授
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）
制
度
が
規
程
化
さ
れ
、
30
名
（
２

０
１
７
年
７
月
現
在
）
の
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
学
生
が
学
生
視
点
に
よ
る
授

業
改
善
支
援
を
進
め
て
い
る
。

４　
学
修
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
教
学
Ｉ
Ｒ

　

Ａ
Ｌ
と
学
修
成
果
の
可
視
化
を
加
速
す
る
た
め
、
本
学
の
学
修

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、
Ｌ
Ｍ
Ｓ
）
全
体
を
刷
新
し
、

２
０
１
７
年
度
に
運
用
を
開
始
し
た
。
新
た
な
Ｌ
Ｍ
Ｓ
に
は
、
講

義
科
目
に
お
い
て
Ａ
Ｌ
を
推
進
す
る
た
め
の
Ｌ
Ｍ
Ｓ
と
連
携
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク・

ク
リ
ッ
カ
ー
、
オ
ン
ラ
イ
ン
テ
ス
ト
、
反
転
授

業
の
支
援
機
能
、
学
修
成
果
と
学
修
時
間
を
保
証
す
る
シ
ラ
バ
ス

に
基
づ
い
た
学
修
時
間
の
登
録
機
能
な
ど
を
搭
載
し
た
。
な
お
、

本
学
で
は
、
授
業
収
録
シ
ス
テ
ム
を
３
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
ぼ
全
て

の
教
室
に
導
入
済
み
で
あ
り
、
教
員
の
反
転
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
作

成
や
授
業
改
善
に
役
立
て
て
い
る
。
ま
た
、
一
部
の
学
部
で
は
、

学
生
の
要
望
に
応
え
て
全
必
修
科
目
を
収
録
し
、
履
修
学
生
が
復

習
の
た
め
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

Ｌ
Ｍ
Ｓ
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
と
い
っ
た
学
内
の
教
育
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
む
と
と
も
に
、
学
修
行
動
調
査
と
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ

に
よ
る
社
会
人
基
礎
力
の
伸
長
調
査
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
内

情
報
に
よ
る
Ｉ
Ｒ
（Institutional Research

）
を
整
備
し
、
学
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生
情
報
の
可
視
化
が
進
ん
だ
。

　

前
述
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
整
備・

活
用
に
よ
る
成
果
の
把
握
に

加
え
て
、
２
０
１
６
年
度
後
期
か
ら
学
修
行
動
調
査
（
気
づ
き
ア

ン
ケ
ー
ト
）
の
実
施
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
社
会
人
基
礎
力
の
伸
長

と
学
修
行
動
調
査
に
よ
る
学
修
行
動
タ
イ
プ
の
分
析
、
学
生
の
保

証
人
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
、
卒
業
生
ア
ン
ケ
ー
ト
、
企
業
評
価

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を
通
じ
て
、
社
会
が
求
め
る
人
材
像
、
保
証

人
が
修
得
を
期
待
す
る
能
力
、
学
生
が
在
学
中
に
修
得
し
た
と
感

じ
て
い
る
能
力
の
比
較
分
析
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
修・

教
育

の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
卒
業
生
の
在
学
中
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
関
係
の
実
績
と

各
種
情
報
の
関
連
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
が
将
来
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
見
据
え
た
主
体
的
な
学
修
行
動
を
と
れ
る
よ
う

に
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

本
学
は
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
に
も
採
択

さ
れ
て
お
り
、
Ａ
Ｌ
と
学
修
成
果
の
可
視
化
の
成
果
を
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
の
た
め
の
国
際
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
質
保
証
に
も
適
用
し
、
相

乗
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

単
位
の
実
質
化
、
学
生
の
学
修
時
間
の
確
保
に
は
、
以
下
の
よ

う
な
総
合
的
な
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

⑴　

Ａ
Ｌ
を
含
む
体
系
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
履
修
モ
デ
ル
の
学
生

へ
の
提
示

⑵　

学
修
成
果
を
可
視
化
し
、
学
修
時
間
を
保
証
す
る
た
め
の 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
施
策

⑶　

学
生
の
学
修
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
科
目
の
学
修・

教
育

の
密
度
を
上
げ
る
と
同
時
に
、
学
生
が
履
修
す
る
総
科
目
数
の

削
減

⑷　

自
習
時
間
を
確
保
で
き
る
時
間
割
の
見
直
し

⑸　

学
生
が
学
修
を
確
実
に
行
う
た
め
の
人
的
サ
ポ
ー
ト

⑹　

学
生
の
意
識
改
革　

な
ど

　

今
後
も
、
教
職
学
の
協
働
に
よ
る
改
革
に
よ
り
、
単
位
の
実
質

化
、
学
生
の
学
修
時
間
の
増
加・

確
保
、
学
生
の
主
体
的
な
学
び

の
実
現
を
進
め
て
い
く
。 
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１　
反
転
授
業
と
は
何
か

　

20
世
紀
後
半
に
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
、
草
の
根
的
に
広
ま
っ
た

反
転
授
業
と
は
、
説
明
中
心
の
講
義
な
ど
を
動
画
化
し
、
事
前
学

習
と
し
て
学
習
者
に
視
聴
を
促
す
こ
と
を
前
提
に
、
対
面
授
業
で

は
受
講
者
が
よ
り
主
体
的
に
学
ぶ
演
習
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習

を
行
う
授
業
形
態
全
般
を
指
す
。
近
年
、M

O
O

C
（M

assive  
O

pen O
nline Courses

）
と
結
び
付
い
て
新
た
な
教
育
改
革
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。

　

名
称
の
由
来
は
、
そ
も
そ
もBaker

（2000

）
のClassroom

 
Flip

に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
高
校
の
化
学
の

教
員
で
あ
っ
たBergm

ann

とSam
s

（2012

）
がFlipped 

Classroom

と
い
う
用
語
を
使
う
よ
う
に
な
り
、
よ
り
定
型
的
な

形
を
作
り
上
げ
た
。
そ
の
理
由
を
、Sam

s

は
来
日
時
に
、〈
教
え

る
〉
と
い
う
教
員
主
体
で
は
な
く
、
生
徒
た
ち
が
活
発
に
活
動
す

る
学
び
主
体
の
授
業
を
作
り
た
か
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
（
東
京

大
学
大
学
院
情
報
学
環
反
転
学
習
社
会
連
携
講
座
主
催
第
２
回
公

開
研
究
会　

２
０
１
４
年
５
月
24
日
よ
り
）。
つ
ま
り
反
転
授
業

は
、
単
に
授
業
と
自
宅
学
習
の
活
動
を
反
転
さ
せ
る
新
し
い
授
業

形
態
の
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
く
、
教
授
か
ら
学
習
へ
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
転
換
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
さ
に
学
び
の
主
体
で

あ
る
学
習
者
に
焦
点
を
当
て
た
結
果
の
産
物
と
し
て
位
置
づ
け
る

の
が
正
し
そ
う
で
あ
る
。

　

前
述
のBergm

ann

とSam
s

も
部
活
遠
征
で
授
業
を
長
く
公

欠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
生
徒
の
た
め
の
工
夫
で
あ
り
、
ま
た
初

等
教
育
レ
ベ
ル
か
ら
大
学
レ
ベ
ル
ま
で
、
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
高
水

準
の
教
育
を
無
償
で
提
供
す
る
カ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
の
創
設
者
で

あ
るK

ahn
（2012
）
も
、
そ
も
そ
も
数
学
が
苦
手
な
従
兄
妹
を
遠

特
集

学
生
の
学
修
時
間
確
保
の
現
状
と
課
題

反
転
授
業
の
可
能
性
―
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら

森 

朋
子
●
関
西
大
学
教
育
推
進
部
教
授
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方
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
の
連
動

が
、
な
に
や
ら
近
未
来
的
な
教
育
の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
り
も
す
る
反
転
授
業
だ
が
、
実
は
そ
う
で
も
な
い
ら
し

い
。
根
底
に
あ
る
の
は
、
い
つ
の
時
代
の
教
員
も
頭
を
悩
ま
せ
て

い
る
、
目
の
前
に
い
る
学
習
者
た
ち
の
学
び
の
格
差
で
あ
る
。
ま

さ
に
反
転
授
業
は
、
こ
の
課
題
に
教
員
ら
が
試
行
錯
誤
で
取
り
組

む
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
生
ま
れ
た
授
業
デ
ザ
イ
ン
と
言
え
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
す
る
反
転
授
業
も
ま
た
、
日
々
の
実

践
知
の
延
長
線
上
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、

現
場
の
教
員
間
に
草
の
根
的
に
広
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

２　
日
本
に
お
け
る
広
ま
り

　

日
本
の
高
等
教
育
で
は
、
２
０
１
２
年
頃
か
ら
実
践
が
広
が
り

始
め
た
。
ア
メ
リ
カ
同
様
に
草
の
根
的
に
広
ま
っ
た
大
き
な
理
由

と
し
て
は
、
以
下
の
四
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

⑴ 　

反
転
授
業
を
導
入
し
や
す
い
学
習
環
境
の
整
備
が
あ
る
こ
と
。

大
学
教
育
に
お
い
て
は
、
す
で
に
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
ブ
レ
ン
ド

型
授
業
な
ど
の
基
盤
と
な
るLM

S

（Learning M
anagem

ent 
System

）
の
導
入
が
進
む
と
同
時
に
、
学
生
も
手
軽
な
端
末
と

し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
携
帯
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

⑵ 　

教
育
政
策
と
し
て
、
単
位
制
度
を
実
質
化
す
る
具
体
的
な
予

習
方
法
と
し
て
適
し
た
こ
と
。
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
を
も
っ

て
予
習
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
Ｌ
Ｍ
Ｓ
へ

の
ア
ク
セ
ス
な
ど
で〈
見
え
る
化
〉す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

⑶ 　

教
員
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
こ
と
。
反
転
授
業
の
効
果
と

し
て
、
学
習
者
の
理
解
が
格
段
に
深
ま
っ
た
事
例
が
い
く
つ
か

報
告
さ
れ
て
い
る
。
特
に
基
礎
学
力
の
低
下
に
苦
し
む
授
業
に

導
入
し
、
そ
の
効
果
が
実
感
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
。

⑷ 　

大
学
教
育
改
革
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
文

脈
に
マ
ッ
チ
し
た
こ
と
。
事
実
、
効
果
が
高
い
反
転
授
業
で
は
、

対
面
授
業
に
学
生
た
ち
が
相
互
補
完
的
な
か
か
わ
り
の
中
で
学

び
合
う
活
動
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
そ
れ
は
ア
ク
テ
ィ

ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
そ
の
も
の
で
あ
る
。
動
画
視
聴
と
い
う
予
習

先
行
型
学
習
と
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
、
こ
の
双
方
の
効

果
が
交
じ
り
合
っ
て
、
反
転
授
業
に
関
す
る
高
い
関
心
が
生
ま

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
予
習
と
学
生
の
主
体
性
と

い
う
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
軸
に
話
を
進
め
る
。

３　
学
生
の
主
体
性
と
反
転
授
業

　

反
転
授
業
の
特
徴
を
多
角
的
に
と
ら
え
る
た
め
に
、
授
業
に
お

け
る
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
に
、
反
転
授
業
と
伝
統
的
な
講
義
を
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表
に
よ
っ
て
比
較
し
て
み
よ
う
。
こ
の
反
転
授
業
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

専
門
教
育
に
お
い
て
理
解
が
必
須
で
あ
る
基
礎
科
目
に
多
く
み
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
講
義
で
は
、
事
前
学
習
を
必
須
と
せ
ず
、
学
生
の
任
意
と

し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
大
人
数
の
講
義
で
あ
れ
ば
、
予
習
を
し

て
き
た
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
だ
け
で
も
大
仕
事
で
あ
る
。
そ
の

結
果
、
必
ず
し
も
全
員
が
事
前
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を

前
提
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
学
び
は
、
授
業
と
い
う

全
員
が
参
加
す
る
場
か
ら
始
ま
る
。
授
業
で
は
教
員
主
体
の
〈
教

え
る
〉
を
中
心
と
し
た
講
義
が
行
わ
れ
、
学
生
は
そ
こ
で
初
め
て

学
習
内
容
に
出
会
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
授
業
中
、
学
生
同

士
の
相
互
作
用
は
少
な
く
、
学
習
活
動
は
あ
く
ま
で
も
個
人
が
聴

く
と
い
う
形
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
学
生
一

人
一
人
が
講
義
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
ど
の
よ
う
に
新

た
に
知
識
を
構
築
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
理
解
の
プ
ロ
セ
ス
を
そ

の
場
で
外
化
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、
外
か
ら
測
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
し
て
後
で
課
さ
れ
る

宿
題
に
お
い
て
、
授
業
で
聴
い
た
内
容
を
個
人
で
定
着・

活
用
化

を
図
る
こ
と
が
一
連
の
流
れ
で
あ
る
。
宿
題
で
自
ら
思
考
し
、
手

を
動
か
し
て
み
て
は
じ
め
て
疑
問
や
理
解
が
足
り
な
い
と
こ
ろ
が

明
ら
か
に
な
る
の
が
常
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
に
疑
問
を
ぶ

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

教
員
や
友
人
は
そ
ば
に

い
な
い
。

　

こ
の
一
般
的
な
学
習

活
動
〈
教
員
が
教
え
て

学
生
が
学
ぶ
〉
は
、
日

本
に
お
い
て
は
中
等
教

育
の
定
番
で
あ
り
、
学

生
も
中・

高
の
学
習
経

験
か
ら
〈
学
ぶ
〉
と
い

え
ば
こ
の
形
式
が
な
じ

み
深
い
。

　

し
か
し
私
個
人
と
し

て
は
、
こ
の
〈
教
え
て

か
ら
学
ぶ
〉
と
い
う
学

習
プ
ロ
セ
ス
に
は
や
や
懐
疑
的
で
あ
る
。
得
ら
れ
た
知
識
を
活
用

す
る
と
い
う
順
序
は
正
し
い
と
は
思
う
が
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
ば
か

り
、
何
年
間
も
学
校
教
育
の
中
で
展
開
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
学
生

は
ま
さ
に
〈
教
え
て
も
ら
わ
な
い
と
学
べ
な
い
〉
と
勘
違
い
し
て

し
ま
わ
な
い
か
と
心
配
で
あ
る
。

　

い
わ
ゆ
る
学
校・

高
等
教
育
に
お
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
教
員
は 伝統的な授業と反転授業の学習活動対照表

授業の
流　れ 学生の活動 伝統的な

授業デザイン
反転授業の
授業デザイン

事前学習

活動主体

任意

学生

学習活動 動画の視聴
（繰り返しが可能）

活動の単位 個人

授　　業
主な活動主体 教師 学生
学習活動 講義を聴く アクティブ・ラーニング
学習活動の単位 個人 仲間

復　　習
活動主体 学生

任意学習活動 演習
活動の単位 個人
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常
に
〈
教
え
る
〉
の
中
で
活
動
し
て
い
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
そ

の
視
点
が
強
く
な
る
が
、
一
歩
引
い
て
み
る
と
、
発
達
的
な
学
び

や
社
会
的
な
学
び
、
さ
ら
に
は
生
涯
学
習
と
し
て
の
学
び
な
ど
、

実
は
人
の
営
み
と
し
て
の
〈
学
ぶ
〉
の
範
囲
は
〈
教
え
る
〉
よ
り

も
は
る
か
に
広
い
。
つ
ま
り
、
人
間
は
そ
も
そ
も
教
え
な
く
て
も

自
ら
学
べ
る
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。
そ
う
な
る
と
学
校
教
育
に
お
い
て
、
初
等
中
等
教
育
、
さ
ら

に
は
高
等
教
育
と
、〈
教
え
る
〉
と
〈
学
ぶ
〉
の
バ
ラ
ン
ス
を
変
え

な
が
ら
、
ま
さ
に
教
え
な
く
て
も
主
体
的
に
学
び
続
け
る
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
反
転
授
業
で
あ
る
。
実
は
教
員
主
体
の
講
義
を
聴
く
と

い
う
学
生
個
人
の
活
動
の
後
に
、
そ
の
知
識
を
定
着・

活
用
す
る

と
い
う
一
連
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
は
、
伝
統
的
な
講
義
型
授
業
デ
ザ

イ
ン
と
大
き
な
差
は
な
い
。
た
だ
学
習
活
動
自
体
は
、
授
業
か
ら

で
は
な
く
、
個
人
的
な
事
前
学
習
、
す
な
わ
ち
予
習
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
意
味
で
言
え
ば
、
フ
リ
ッ
プ
（
反
転
）
と
い
う
よ

り
も
ス
ラ
イ
ド
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
そ
の
前
倒
し
に
は
大
き

な
意
味
が
あ
る
。
大
事
な
の
は
、
自
分
自
身
で
ま
ず
考
え
て
か
ら

授
業
に
臨
む
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
集
ま
る
授

業
と
い
う
場
で
何
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
講
義
を
聴

く
と
い
う
個
人
の
活
動
は
事
前
学
習
と
し
て
自
宅
で
済
ま
せ
、
み

ん
な
が
集
ま
る
授
業
、
お
よ
び
教
員
と
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る
授
業
で
知
識
の
定
着・

活
用
を
図
る
主
体
的
な
活
動

を
展
開
し
て
い
く
。
こ
れ
な
ら
、
自
ら
が
考
え
て
き
た
こ
と
を
基

盤
と
し
て
授
業
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
。
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
も
、
授
業
の
中
で
の
教
え
合
い・

学
び
合
い
で
解
決
で
き

る
可
能
性
も
あ
り
、
さ
ら
に
は
即
時
に
教
員
に
教
え
を
乞
う
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
大
学
教
育
改
革
で
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
と
も
大
き
く
関
連

が
あ
る
だ
ろ
う
。

４　
予
習
を
伴
う
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ

　

小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
の
一
体
的
な
教
育
改
革
が
推
し
進
め
ら

れ
て
い
る
中
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
は
大
学
の
み
な
ら

ず
、
小
学
校
や
中・

高
等
学
校
に
も
急
速
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

そ
の
実
践
の
中
に
も
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
る
。
中
で
も
、
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
が
抱
え
る

も
っ
と
も
深
刻
な
課
題
と
し
て
、
内
化
（
イ
ン
プ
ッ
ト
）
の
不
足

が
あ
る
（
森
、
２
０
１
６
）。
思
考
を
外
に
表
現
す
る
活
動
（
外

化
）
を
活
性
化
す
る
に
は
、
表
現
し
た
い
内
容
が
不
可
欠
で
あ
る

は
ず
だ
が
、
そ
こ
が
十
分
で
は
な
い
た
め
に
、
既
に
持
っ
て
い
る

知
識
だ
け
に
よ
る
浅
い
議
論
や
、
活
動
や
手
続
き
ば
か
り
に
重
点
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が
置
か
れ
て
し
ま
う
。
よ
っ
て
一
部
の
現
場
の
認
識
で
は
、
ア
ク

テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
は
深
い
理
解
で
は
な
く
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

の
育
成
に
特
化
し
た
教
育
方
法
で
あ
る
と
い
っ
た
勘
違
い
が
さ
れ

て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
思
考
と
活
動
と
の
か
い
離
を
引
き
起
こ
し
て
し

ま
い
、
結
果
と
し
て
深
い
学
習
に
結
び
つ
か
な
い
。
こ
の
状
況
を

松
下
（
２
０
１
５
）
は
、「〝
外
化
の
な
い
内
化
〟
が
う
ま
く
機
能

し
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、〝
内
化
の
な
い
外
化
〟
も
う
ま
く
機
能

し
な
い
。
内
化
な
き
外
化
は
盲
目
で
あ
り
、
外
化
な
き
内
化
は
空

虚
で
あ
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て
、

著
者
は
複
数
の
研
究
者
と
連
携
し
な
が
ら
反
転
授
業
に
関
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
具
体
化
し
、
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
森・

溝
上
（
２
０
１
７
）
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　

反
転
授
業
の
場
合
、
最
初
の
内
化
は
動
画
視
聴
に
よ
る
事
前
学

習
を
想
定
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
、
一
般
的
に
自
宅
等
個
人
で

行
う
予
習
に
な
る
。
個
人
で
「
分
か
っ
た
つ
も
り
」
を
構
築
す
る

に
は
、
予
習
と
い
う
事
前
学
習
は
一
つ
の
適
し
た
形
で
あ
り
、
反

転
授
業
の
み
な
ら
ず
、
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
課
題
で
あ
っ

た
「
内
化
の
不
足
」
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
（
三

保
ほ
か
、
２
０
１
６
）。
反
転
授
業
は
、
ま
さ
に
そ
の
主
体
的
な
学

び
を
他
者
と
の
相
互
作
用
の
中
で
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
深
い
理

解
や
多
様
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
育
成
が
可
能
に
な
る
ア
ク
テ
ィ

ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

５　
反
転
授
業
か
ら
の
知
見

　

ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
た
反
転
授
業
は
、

〈
分
か
っ
た
つ
も
り
〉
を
〈
分
か
っ
た
〉
へ
と
導
く
、
知
識
の
再
構

成
を
意
図
し
た
深
い
学
習
型
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は

予
習
を
先
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
教
え
る
〉
か
ら
で
は
な
く

〈
学
ぶ
〉
か
ら
学
習
が
始
ま
る
こ
と
に
、
大
き
な
意
義
を
感
じ
て
い

る
。
自
ら
の
〈
分
か
っ
た
つ
も
り
〉
を
作
っ
た
上
で
授
業
に
臨
む

の
で
あ
れ
ば
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
や
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
も
、

自
ら
の
知
識
を
再
構
成
す
る
た
め
の
、
い
わ
ゆ
る
道
具
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
に
学
生
の
主
体
性
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
だ
。

　

ま
た
、
内
化
に
関
す
る
知
見
は
、
反
転
授
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、

多
く
の
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
授
業
に
お
い
て
も
当
て
は

ま
る
こ
と
が
多
い
は
ず
で
あ
る
。
予
習
と
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ

ン
グ
の
相
乗
効
果
に
つ
い
て
は
、
溝
上
慎
一
氏
と
著
者
が
中
心
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
大
学
教
育
学
会
課
題
研

究
助
成
（
Ｈ
27
～
Ｈ
29
）「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
検

証
」（
代
表
者
：
溝
上
慎
一
）、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究（
Ｂ
）（
一
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般
）（
Ｈ
28
～
Ｈ
30
）「
学
習
成
果
に
結
実
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
型
授
業
の
プ
ロ
セ
ス
と
構
造
の
実
証
的
検
討
と
理
論
化
」

（
溝
上
慎
一
代
表
））
で
も
新
た
に
注
目
し
て
い
る
観
点
で
あ
り
、

一
部
、
そ
の
成
果
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
紺
田
、
２
０
１
７
、

森
、
２
０
１
７
）。

　

従
っ
て
、
学
生
の
学
修
時
間
に
関
す
る
議
論
も
、
単
な
る
時
間

の
長
さ
や
課
題
の
量
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン

グ
の
導
入・

促
進
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
効
果
を
高
め
る
質
や
位
置

づ
け
の
側
面
か
ら
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
は
学
修
時
間
確
保
と
し
て
、
振
り
返
り
を
中
心
と
し

た
復
習
の
効
果
に
つ
い
て
多
く
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
新
た
に
予

習
と
い
う
「〈
学
ぶ
〉
か
ら
始
ま
る
学
習
」
に
、
今
後
さ
ら
に
期
待

が
高
ま
る
こ
と
は
予
測
す
る
に
難
く
な
い
。 
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は
じ
め
に

　

早
稲
田
大
学
は
、
１
８
８
２
年
の
創
立
以
来
、「
学
問
の
独
立・

学
問
の
活
用・

模
範
国
民
の
造
就
」
を
教
旨
と
し
て
、
人
材
を
多

方
面
に
輩
出
し
て
き
た
。
卒
業
生
の
活
躍
を
示
す
英
国
Ｑ
Ｓ
社
の

Q
S Graduate Em

ployability Rankings 2017 
に
よ
れ
ば
、
本

学
は
世
界
26
位
、
日
本
で
は
第
１
位
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
学
は
２
０
３
２
年
に
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
。
そ
の
と

き
、
早
稲
田
は
ど
の
よ
う
な
大
学
で
あ
る
べ
き
か
、
そ
の
将
来
像

へ
の
指
針
と
し
てW

aseda V
ision 150 

が
策
定
さ
れ
た
。
そ
し

て
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
に
掲
げ
ら
れ
た
核
心
戦
略
の
一
つ
に
「
対

話
型
、
問
題
発
見・

解
決
型
教
育
へ
の
移
行
」
が
あ
る
。

　
「
対
話
型
、
問
題
発
見・

解
決
型
教
育
へ
の
移
行
と
学
修
時
間・

内
容
の
変
化
イ
メ
ー
ジ
」
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
（
図
表
１
）、
本
学

は
ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ

ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

全
学
に
普
及・

浸

透
さ
せ
、
学
修
時

間
の
増
大
を
構
想

と
し
て
掲
げ
て
い

る
。
対
話
型
、
問

題
発
見・

解
決

型
、
体
験
型
の
教

場
授
業
を
増
や

し
、
一
方
通
行
の

授
業
を
減
ら
し
て

い
く
と
い
う
こ
と

は
、
学
習
者
が
主

特
集

学
生
の
学
修
時
間
確
保
の
現
状
と
課
題

ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
学
修
時
間
の
増
大

森
田 

裕
介
●
早
稲
田
大
学 

大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
副
所
長
、
人
間
科
学
学
術
院
准
教
授

図表１　Waseda Vision 150に示された学修時間の増大のイメージ
（http://www.waseda.jp/keiei/vision150/core/04.html から転載）
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体
的
に
学
ぶ
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
の
授
業
へ
の
移
行
を
意

味
す
る
。
ま
た
、
講
義
映
像
を
教
場
授
業
に
生
か
す
と
い
う
こ
と

は
、
反
転
授
業
な
ど
の
ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
に

よ
り
、
学
修
時
間
を
増
大
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
重
要

な
の
は
、
単
に
学
修
時
間
を
増
や
す
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
有
意

で
効
果
的
な
授
業
を
設
計
し
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
有

意
か
つ
効
果
的
な
授
業
の
方
法
に
関
す
る
研
究
と
普
及
を
推
進
し

て
い
る
の
が
、
大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
本
学
の
大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
概
要
を
踏
ま

え
つ
つ
、
学
修
時
間
の
増
大
を
促
進
す
る
ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
ラ
ー

ニ
ン
グ
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
の
公
開
、
な
ら
び
に
、
そ
れ
を
支

援
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
事
例
に
つ
い
て
述
べ
る
。

１　
大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

　

大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
１
４
年
に
設
立
さ
れ
た
。

セ
ン
タ
ー
は
、
Ｉ
Ｒ
（Institutional Research

）
に
関
す
る 

業
務
を
担
当
す
る
高
等
教
育
部
門
（
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｒ
：Center for 

H
igher Education and Institutional Research

）
と
、
授
業

方
法
の
開
発
と
実
践
的
研
究
な
ら
び
に
そ
の
普
及
促
進
を
行
う
教

育
方
法
研
究
開
発
部
門
（
Ｃ
Ｔ
Ｌ
Ｔ
：Center for T

eaching, 
Learning and T

echnology

）
で
構
成
さ
れ
、
大
学
全
体
の
教

育
に
関
わ
る
業
務
を
担
っ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｔ
Ｌ
Ｔ
で
は
、
反
転
授
業
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
、
体
験

の
言
語
化
、
統
計
の
講
義
映
像
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
な
ど
の
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
海
外
の
大
学
と
の
協
働

で
、
学
習
者
中
心
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

た
め
の
Ｆ
Ｄ
を
実
施
し
、
授
業
方
法
の
普
及
を
促
進
し
て
い
る
。

　

２
０
０
８
年
度
に
始
ま
っ
た
海
外
Ｆ
Ｄ
研
修
に
は
、
毎
年
15
名

程
度
の
本
学
教
員
を
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
に
派
遣
し
て
い
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
は
本
学
と
ほ
ぼ
同
規
模
の
総
合
大
学
で
あ
り
、

研
究
と
教
育
の
双
方
に
力
を
入
れ
て
い
る
全
米
屈
指
の
名
門
校
で

あ
る
。
特
に
、
反
転
授
業
に
関
し
て
も
先
駆
的
に
研
究
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
効
果
を
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
示
し
て
い
る
。

　

本
学
教
員
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
海
外
Ｆ
Ｄ
研
修
に
お
い
て
、

学
修
時
間
の
増
大
に
資
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
授
業
を
参
観

し
た
り
、
反
転
授
業
な
ど
の
学
習
者
中
心
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
の
方

法
を
議
論
し
た
り
す
る
。
Ｃ
Ｔ
Ｌ
Ｔ
で
は
、
こ
の
海
外
Ｆ
Ｄ
経
験

を
教
員
間
で
共
有
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
を
目
指
し
て

２
０
１
５
年
か
ら
毎
月
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
開
催
し
、
教
員

同
士
の
教
育
に
関
す
る
意
見
交
換
の
場
を
設
け
て
、
学
内
に
お
け

る
教
育
改
善
の
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

特集 学生の学修時間確保の現状と課題

55 大学時報　2017.9



２　
ブ
レ
ン
デ
ィッ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ

　

ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
視
聴
可
能
な
授
業
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
）
に

よ
る
学
修
と
対
面
授
業
の
学
修
を
併
せ
た
学
修
形

態
の
総
称
で
あ
る
。
近
年
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
反
転
授
業
も
、
ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
ラ
ー
ニ

ン
グ
の
形
態
の
一
つ
と
い
え
る
。

　

学
修
時
間
の
増
大
を
推
進
す
る
ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ

ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
支
え
る
の
は
、
授
業
映
像
を
オ

ン
デ
マ
ン
ド
化
し
て
提
供
す
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授

業
で
あ
る
。
本
学
で
は
、
通
学
制
と
通
信
制
を
併

せ
て
、
単
位
取
得
可
能
な
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
は

約
１
５
０
０
科
目
存
在
す
る
（
図
表
２
）。
オ
ン
デ

マ
ン
ド
授
業
科
目
の
延
履
修
者
数
は
、
２
０
１
６

年
度
は
約
８
３
０
０
０
人
で
あ
っ
た
（
図
表
３
）。

単
位
取
得
可
能
な
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
科
目
数
と

そ
の
履
修
者
数
は
年
々
増
大
し
て
い
る
。

　

一
方
、
本
学
で
は
２
０
０
３
年
こ
ろ
か
ら
一
部

の
教
員
が
オ
ン
デ
マ
ン
ド
コ
ン
テ
ン
ツ
を
対
面
授
業
に
活
用
し
、

ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
て
き
た
。
特
に
、
通
信

教
育
課
程
を
擁
す
る
人
間
科
学
部
で
は
、
全
て
の
教
員
が
15
コ
マ

の
授
業
を
映
像
と
し
て
収
録
し
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
コ
ン
テ
ン
ツ
化

図表２　オンデマンド授業科目数の推移

図表３　オンデマンド授業科目の延べ履修者数の推移
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し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
コ
ン
テ
ン
ツ
を
対
面
授

業
に
活
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
向
後
ら
（
２

０
１
２
）
は
、
ブ
レ
ン
ド
型
授
業
（
今
で
言
う
と
こ
ろ
の
反
転
授

業
）
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
２
０
０
８
年
度
か
ら
実
施
し
て
、
そ
の
教

育
効
果
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
Ｃ
Ｔ
Ｌ
Ｔ
で
は
２
０
１
５
年
度

か
ら
反
転
授
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
よ
り
効
果
的

な
授
業
映
像
の
作
成
方
法
や
、
教
場
に
お
け
る
対
話
型
授
業
の
デ

ザ
イ
ン
を
実
践
的
に
研
究
し
て
い
る
。

３　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
支
援

　

ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
蓄
積
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
映
像
収
録
に
要
す
る
時
間
や
労
力
は
教
員
の
負
担
と
な

る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、
Ｃ
Ｔ
Ｌ
Ｔ
で
は
、
自
動
収
録
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
教
員
の
負
担
を
減
ら
す
工
夫
を
し
て
い
る
。

　

映
像
収
録
の
方
法
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
ス
タ
ジ
オ
収
録
、

個
人
収
録
、
教
場
収
録
の
３
つ
が
あ
る
。
ス
タ
ジ
オ
収
録
は
、
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
す
る
の
に
適
し
て

い
る
が
、
ス
タ
ジ
オ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
や
コ
ス
ト
が
発
生
す
る
。
個
人
収
録
は
、

ス
タ
ジ
オ
収
録
と
比
較
し
て
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
は
低
下
す
る
も
の
の
、

教
員
が
自
分
の
研
究
室
で
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
で
き
る
点
で

は
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
。
し
か
し
、
教
員
が
自
分
で
機
材
の
設
置
や

編
集
作
業
を
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
な
り
の
ス
キ
ル
を
求

め
ら
れ
る
。
教
場
収
録
は
オ
ン
ザ
フ
ラ
イ
と
も
呼
ば
れ
、
ラ
イ
ブ

感
の
あ
る
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

本
学
で
は
、
収
録
や
編
集
の
労
力
を
軽
減
す
る
た
め
、
い
く
つ

か
の
教
室
に
自
動
収
録
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
学
内
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
予
約
す
る
と
、
設
定
し
た
時
刻
に
合
わ
せ
て
自
動
的

に
録
画
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
法
学
学
術
院
の
上
野
達
弘
教
授
は
、
模
擬
裁
判
風
の

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
授
業
に
取
り
入
れ
た
「
法
学
演
習
（
知
的
財
産
権

法
）」
を
自
動
収
録
シ
ス
テ
ム
で
録
画
し
、
録
画
映
像
を
予
習
と
振

り
返
り
に
活
用
し
て
い
る
。
も
と
も
と
、
上
野
教
授
は
約
10
年
分

の
デ
ィ
ベ
ー
ト
と
そ
の
後
の
ジ
ャ
ッ
ジ
の
音
声
を
全
て
録
音
し
、

授
業
で
活
用
し
て
い
た
。
音
声
の
み
で
は
な
く
、
映
像
と
し
て
録

画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
授
業
の
振
り
返
り
が
効
果
的
に
な
っ
た
と

い
う
。

　

ま
た
、
教
育・

総
合
科
学
学
術
院
の
神
尾
達
之
教
授
と
福
田
育

弘
教
授
は
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
「
複
合
文
化
学
演
習
」
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
映
像
を
自
動
収
録
し
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て
い
る
。
そ
し
て
、
ゼ
ミ
専
用
の
ネ
ッ
ト
掲
示
板
を
使
っ
て
、
プ

レ
ゼ
ン
の
感
想
や
意
見
な
ど
を
相
互
評
価
し
て
い
る
。
ベ
ス
ト
に

選
ば
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
を
見
て
ど
う
思
っ
た
か
、
改
善
す
べ
き
点
が

あ
れ
ば
そ
れ
は
ど
こ
か
と
い
っ
た
議
論
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

で
き
る
点
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

以
上
の
事
例
の
よ
う
に
、
教
場
で
の
映
像
収
録
を
自
動
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
教
員
の
負
担
を
軽
減
し
、
よ
り
多
く
の
授
業
映
像

の
蓄
積
を
可
能
に
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｔ
Ｌ
Ｔ
で
は
、
こ
う
し
た
優
れ

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
を
表
彰
す
る
「W

aseda e-T
eaching 

A
w

ard

」
を
設
け
て
お
り
、
優
れ
た
取
り
組
み
事
例
を
表
彰
し
、

学
内
に
広
く
周
知
し
て
い
る
。

４　
授
業
映
像
の
公
開

　

先
に
述
べ
たW

aseda V
ision 150

で
は
、「
教
育
と
学
修
内 

容
の
公
開
」
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
て
広
く
国

内
外
に
教
育
内
容
を
公
開
し
、「
教
育
の
早
稲
田
」
を
可
視
化
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｔ
Ｌ
Ｔ
で
は
、
前
節
で
紹
介
し
た

収
録
方
法
に
よ
っ
て
映
像
化
し
た
講
義
動
画
の
公
開
も
支
援
し
て

い
る
。

　

授
業
映
像
を
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
視
聴
で
き
る
よ
う
オ
ン
デ
マ

ン
ド
化
し
、
教
員
が
授
業
に
活
用
す
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
す
れ
ば
、

学
習
者
の
学
修
時
間
は
増
大
す
る
。
本
学
は
、W

aseda Course 
Channel

や
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
（M

assive O
pen O

nline Course: 

大

規
模
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
講
座
）
と
し
て
、
国
内
外
に
授
業
映
像
を

公
開
し
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
度
に
公
開
を
始
め
たW

aseda Course Channel

に
は
、
２
０
１
７
年
３
月
時
点
で
２
４
０
８
科
目
、
４
７
９
６ 

の
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。W

aseda Course 
Channel

は
、
本
学
の
教
育
内
容
に
興
味
を
持
つ
受
験
生
（
海
外

含
む
）
や
在
学
生
、
並
び
に
在
学
生
の
保
護
者
、
卒
業
生
、
一
般

を
対
象
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
の
視
聴
に
お
い

て
は
、
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

と
い
っ
た
モ
バ
イ
ル
機
器
へ
の
配
信
に
も
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、

シ
ラ
バ
ス
に
連
動
し
、
教
員
名・

科
目
名
な
ど
に
よ
る
各
種
検
索

が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
中
の
文
字
を
対
象

と
す
る
動
画
解
析
が
で
き
る
機
能
を
実
装
し
、
開
講
学
部
や
使
用

言
語
に
よ
る
絞
り
込
み
検
索
、
新
着
順
、
視
聴
回
数
順
の
表
示
機

能
も
備
え
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
、
早
稲
田
大
学
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
が
共
同
で
創
設
し
た
ｅ
ｄ
Ｘ
に
参
画
し

た
。
ｅ
ｄ
Ｘ
と
は
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
授
業
を
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
と

し
て
配
信
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
名
称
で
あ
る
。
本
学
か
ら
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は
、
理
工
学
術
院
の
柴
山
知
也
教
授
が
「T

sunam
is and Storm

 
Surges: Introduction to Coastal D

isasters

」
と
題
し
、
東
日

本
大
震
災
な
ど
を
事
例
と
し
た
自
然
災
害
に
関
す
る
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
を

配
信
し
、
世
界
的
な
評
価
を
得
た
。
ま
た
、
日
本
語
教
育
研
究
科

の
戸
田
貴
子
教
授
は
、ｅ
ｄ
Ｘ
初
の
日
本
語
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
「Japanese 

Pronunciation for Com
m

unication

」
を
配
信
し
、
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。

５　
ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
と
し
て
、
学
修

時
間
の
増
大
に
つ
な
が
る
授
業
映
像
の
自
動
収
録
や
授
業
映
像
の

オ
ン
デ
マ
ン
ド
化
、
お
よ
び
そ
の
公
開
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
こ

れ
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
Ｆ

Ｄ
と
し
て
学
内
に
広
く
知
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、W

aseda 
V

ision 150 

に
掲
げ
ら
れ
た
学
生
の
学
修
時
間
の
増
大
が
推
進
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
は
、
そ
の
効
果
に
関
す
る
エ
ビ
デ

ン
ス
を
示
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。 

●
引
用
文
献

向
後
千
春
、
冨
永
敦
子
、
石
川
奈
保
子
（
２
０
１
２
）
大
学
に
お
け

る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
組
み
合
わ
せ
た
ブ
レ
ン

ド
型
授
業
の
設
計
と
実
践
、
日
本
教
育
工
学
会
論
文
誌
、
Vol. 

36
、

№
３
、
２
８
１
―
２
９
０
頁
（
日
本
教
育
工
学
会
論
文
賞
受
賞
）

上
野
達
弘
（
２
０
１
７
）
学
生
が
、
よ
り
説
得
力
の
あ
る
デ
ィ
ベ
ー

ト
を
行
え
る
よ
う
に
自
動
収
録
シ
ス
テ
ム
で
録
画
し
た
映
像
の
活

用
を
推
奨
。（http://w

w
w

.quon.asia/yom
im

ono/w
aseda/

GP/2016/07/01/5941.php

）

神
尾
達
之
（
２
０
１
７
）
欠
席
し
た
学
生
の
フ
ォ
ロ
ー
か
ら
、
プ 

レ
ゼ
ン
能
力
の
向
上
ま
で
。
自
動
収
録
シ
ス
テ
ム
の
活
用
で
、
ゼ

ミ
の
利
便
性
と
可
能
性
を
広
げ
る
（http://w

w
w

.quon.asia/
yom

im
ono/w

aseda/GP/2017/03/06/5940.php

）

特集 学生の学修時間確保の現状と課題
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	03-1040／特集－冒頭
	03-1041／特集－龍谷大・長谷川様
	03-1042／特集－明治大・千田様
	03-1043／特集－芝浦工業大・井上様
	03-1044／特集－関西大・森様
	03-1045／特集－早稲田大・森田様

